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Synopsis 
This paper is a report on the interview survey on the activities of BPBD (Badan 

Penanggulangan Bencana Daerah = Regional Disaster Management Agency in Indonesia) 
during a volcanic crisis of Agung in Bali, Indonesia in 2017. We visited four BPBD offices 
and an evacuation center managed by PMI (Indonesia Red Cross) in Bali state in March 
2018 and conducted interviews. We focused on the well-organized evacuation from 
hazardous areas and prolonged stay in evacuation centers, which were managed by BPBD. 
More than one hundred and forty thousand people living on the foot of Agung Volcano 
were evacuated when seismic activities beneath Agung Volcano, which were the signal of 
upcoming eruptions, have elevated in the middle of September in 2017. The evacuees kept 
away from Agung Volcano even though the first small-scale eruptions occurred two months 
later, on 21 November.  

 

１．はじめに 

アグン火山はインドネシア国バリ島の北東部に位置

する活火山である．過去に少なくとも 3 回の噴火が記

録に残っており，1963 年には VEI５の大規模噴火に付

随して発生した火砕流と泥流で 1100 人以上が犠牲と

なっている． 

アグン火山周辺では 2017年 8月以降，地震活動が活

発化し，9月になって地震の観測回数がさらに増えた．

そのため，インドネシア火山地質災害対策局（PVMBG）

はそれまで最低のレベル１だった噴火警戒レベルを 9

月 14 日にレベル 2 に引き上げ，さらに 9 月 18 日にレ

ベル 3,9月 22日にレベル４に順次，引き上げた．レベ

ル 4では火口から 12キロ以内の範囲の住民に避難指示

が出され，最大で約 14万人が避難した．しかし，避難

後にアグン火山が初めて噴火したのは 11 月 21 日にな

ってからであり，それまでの 2 カ月間，多くの住民は

不自由な生活を続けていた． 

我々は，多くの住民が避難した後，長期間，噴火が

発生しなかったにも関わらず，避難地域で大きな混乱

がなく避難体制が維持できた点に着目し，どのような

防災対応が取られたのかに関して，現地の災害管理局

（BPBD）等で聞き取り調査を行った． 

調査は 2018年 3月 5日から 3月 7日にかけて，山梨

県富士山科学研究所の藤井敏嗣所長，同研究所の吉本，

鹿児島大学地震火山地域防災センターの石峯康浩特任

准教授で行った．インドネシア出身で山梨県富士山科
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学研究所所属のジェニファー・サラ研究員が通訳を務

めた．また，同様の調査を実施している東北大学災害

科学国際研究所の久利美和講師ならびに杉安和也助教

も同行した．訪問先は，バリ州デンパサール市にある

バリ州 BPBD の災害対策センター（3 月 5 日午前），同

州カランガサム県にあり，PMI（インドネシア赤十字）

が管理を担当している避難所（3月 5日午後），同州カ

ランガサム県 BPBD（3月 6日午前），同州クルンクン県

BPBD（3月 6日午後），同州バンリ県 BPBD（3月 7日午

前）の 5 か所である．避難所は，もともとバリ州の農

業センターだった広い敷地に大型の簡易テントが 100

棟以上，建てられ，その中に家族単位で生活する滞在

形態となっている．そのため，日本の避難所よりは，

むしろ，テント村もしくは仮設住宅に近い． 

次章以降，ICレコーダーの録音記録を書き起こした

各聞き取り先での質疑応答を可能な限り忠実に掲載す

る． 

 

２．バリ州BPBD災害対策センター1 

訪問日時：2017年 3月 5日午前 10時-12時 30分 

場所：バリ州 BPBD/UPT PUSDALOPS 

(Badan Penanggulangan Bencana Daerah / PUSDALOPS PB 

=Unit Pelaksana Teknis Pusat Pengendalian Operasi 

Penanggulangan Bencana:地方災害管理局・災害対策セ

ンター) 

対応者：ジャヤ・災害対策センター長 

    グレン・バリ州防災局防災専門官兼バリ州PMI 

    （インドネシア赤十字）副所長 

 

（以下，聞き取り内容） 

 ジャヤ・災害対策センター長（以下，ジャヤ）：皆さ

ん，おはようございます．防災局にようこそ．ここは

防災局のオペレーションセンターです．この前，吉本

さんに作成いただいたお手紙を読みました．富士山科

学研究所からのデータもいただきました．私は防災局

長の代わりにこちらで皆さんの応対をさせていただき

ます．防災局長は本日，来ることができなくて，大変，

申し訳ありません．ここは，イマージェンシーオペレ

ーションセンター（プシダロプス・ピービィーと呼ば

れている）で，防災局の中の組織で実践的なことをし

ています．2009 年に開設しました．最初のきっかけは

フランスの赤十字と州の地方自治体との協定．これが

あってイマージェンシーオペレーションセンターが建

てられました．建物もフランスの赤十字によって建て

                                                   
1BPBD 災害対策センターは，復興を含む災害対応を担

当する実践組織（日本の内閣府の予防／応急／復旧・

復興の部門をまとめたような組織）とのことである． 

られ，地震に対してとても強い特徴があります．まず，

本日，出席しているアディ・ジェームス，メリアカを

紹介します．アディはアーリーウォーニングシステム

を担当し，メリアカは全体をまとめる総合部で働いて

います．もう一人，アディスというのがいるが本日は

出席できず，申し訳ありません．意見交換に入る前に

富士山研からも一言，挨拶をお願いします． 
 藤井・富士山研所長（以下，藤井）：本日は，どうも

ありがとうございました．私どもの訪問にご対応いた

だき，大変，感謝しています．私は現在，富士山研の

所長をしていますが，20 年間，日本の火山噴火予知連

の会長を務めてきました．インドネシアで最近起きた

アグン山の噴火とその対応について興味があるので，

訪問させていただきました．日本でも最近，起こった

突然の噴火で犠牲者が発生して，火山防災に対して国

や火山周辺の自治体で注目が高まっています．そこで

アグン火山の状況を勉強したいと思って参りました．

どうぞ，よろしくお願いいたします． 
 ジャヤ：あらためて，皆様，インドネシアにようこ

そいらっしゃいました．これから私達がやってきた具

体的な災害対応について皆さんにお話する予定ですが，

その後，もしよろしければ日本の状況について日本側

からも教えていただきたいと思います．バリ島にもア

グンとバツールという火山があるからです．まずはア

グン山の 9 月 22 日時点の地図をお見せします．アグ

ン山はバリ島東部のカランガサム県にあります．毎日

6 時間ごとに火山局（PVMBG）からの情報が入りま

す．今のアグン山はレベル３・シアガの状態です．火

山性地震が１回で，構造性の地震が 7 回起きています．

バンリ県にバツール火山があります．さきほどの写真

は去年のものですが，今朝の状況では噴煙がありませ

ん．9 月 22 日にアワスになり，10 月 29 日にシアガに

戻りました．今はレベル 3・シアガです．10 月 22 日

までの避難者の人数を示してあります．2 月 4 日から

山頂から 4 キロまでが規制区域です．こちらは家畜の

避難です．こちらは衛生関連の情報です．A は病院に

行った人数で 3 万 7347 人，B は病院に滞在した人数

246 人，C は避難所にある救護所 4757 人，D は避難

後に体調が悪くなって死んだ人数で 69 人です．避難所

は 229 か所，人数は 2 万 2927 人です．県の名前も示

されています．亡くなった方々は噴火が原因で亡くな

ったのではなく，体調が悪くなって亡くなりました．

救援物資の集積所はカランガサム県にあります．物資

はだいたい寄付と行政からのもので，ほとんどはお米

です．一人一日分 400 グラムで，全体では 1 か月分で

350 トンになります．一日 71.5 トンです．複数の観測

所もあります．今も，そこに観測できる機器をつけて

います．臨時観測点を設置しました．アグン山の情報
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を集めます． 
 藤井：この噴火のためにあらためて設けた臨時観測

点ですか？ 
ジャヤ：はい．州政府と一緒に臨時観測点を作りま

した．火山の観測をして，あと，今は避難をしている

が戻ってしまう人たちもいるので，その人たちに警報

を出すところです． 
吉本・富士山研研究官（以下，吉本）：観測点で観測

に用いている機器は何ですか？ たとえば地震計や

GPS などのいずれでしょうか？ 
 ジャヤ：観測点には機械はおいていません．機械は

州の PVMBG においてあって，観測点では警報を出す

機械をおいています．そうですね．3 キロメートルの

範囲に聞こえるサイレン，スピーカーを置いてあって，

警報発表後２時間で全員が避難を完了できるように準

備してあります．まだ自動システムではなく，そこに

スタッフがいて，そのスタッフが見ていてサイレンを

鳴らします．PVMBG からの情報をもらい，市民がい

ないかを確認して警報を出します．各観測点にある無

線機で PVMBG から情報をもらって，情報を発信して

います．できれば使いたくないものですが，噴火の際

には使うことになります．今は噴火がないことを祈っ

ています．避難の仕方としては，各村から情報を流し，

それぞれ個人で避難する人が多いです．もちろん，各

村にも車があって，村の人たちの避難を手伝っていま

したが，ほとんどは自分達で避難しました．クントン

ガンもまだ多くの場所で使っています．バリの文化と

して，クントンガンを危ないときだけでなく結婚式な

どでも，よく使っています．鳴らす音は，それぞれの

状況で違います．各村には必ずクントンガンがありま

す．危ないときにはクントンガンをたくさんたたいて

鳴らすということを村人は皆，分かっているので，そ

のような音を聞いたときにはすぐに避難します． 
 藤井：危険なときには個人で避難するということで

すが，村人はどこに避難するべきなのかは分かってい

るのでしょうか？ 避難場所は事前に決まっていると

いうことなのでしょうか？ 
 ジャヤ：事前に決まっているし，避難する経路にも

何人かスタッフが立って誘導をしています．今日これ

から行くガデャン村にも避難した人たちがまだたくさ

んいますが，地図の黒いところが避難所です．青いも

のは警察と軍がいるポストで，避難の支援をしていま

す．避難所が一番多いのはカランガサム県です．カラ

ンガサム県には 43 の避難所があります．一避難所には

約 1000 人が避難しています． 
 久利・東北大講師（以下，久利）：クントンガンが鳴

って避難する場合，近い場所に避難場所があるのでし

ょうか，それとも近くにいったん集合した後，遠くの

避難所に移動することになるのでしょうか？ 遠くに

長期間，避難するような場所を確保する計画がどれく

らいあって，それを避難者がどれくらい知っていたの

でしょうか？ 
 ジャヤ：最初は一番近い避難所に行ってもらいます．

そこから，各村の人たちが一緒に遠い避難所に移動し

ます．バリ州では 2015 年からメサタングという被災

に対する強い村づくりの 3 プログラムを実施していま

す．３日間の防災研修で避難シミュレーション等をや

っています．対象とする災害には地震や火山噴火だけ

でなく，津波や土砂崩れ，火災も含まれています．参

加者はバンジャールの人たちです．村レベルだけなく，

学校レベル用のプログラムもあり，小学校と中学校か

ら何人かの学生を選んで 6 日間の研修をやってきまし

た．その中で学生たちの役割や避難方法などを含む避

難シミュレーションをしていました．学校にも警報に

関する情報も掲示してあって，学生たちが勉強できる

ようにしてあります．このプログラムは毎年 1 回，実

施しています．デサタング・ベンチャナウタナという

災害に強い村づくりプログラムはインドネシア国家の

BNPB で決められたものです．プログラム研修だけで

なく，災害リスク軽減のための計画も作り，地域の人

口や人数に関する情報を逐次，更新しています．その

上，村の中のボランティアとともにコミュニティーの

フォーラムを作り，防災活動も行っています． 
 久利：村ごとの教育プログラムはよく分かりました

が，デサ（村）から別のデサ（村）に移動する際の計

画はどのようになっているのでしょうか？ どの村の

人がどの村に避難するというような計画も同様のプロ

グラムで作っているのでしょうか？ 
 ジャヤ：例えば，カランガサム県でも村ごとのフォ

ーラムがあり，約 20 人の村のリーダーが参加して，村

ごとの避難所の場所を把握しています．行政が避難所

の場所は決めていますが，住民はどこの避難所に避難

してもかまいません．ただし，一つの避難所に住民が

集中しすぎる場合には調整等の管理はしています． 
 藤井：広い避難所に再移動する場合の車はどうして

いるのでしょうか？ 
 ジャヤ：最初は個人の車で避難するようにお願いし

ています．車がない人々は行政の車やピックアップの

トラックを使って避難しました．避難先の第一候補と

しては，できることであれば自分の親族たちのところ

を考えてもらうようにお願いしていましたが，それが

できない場合には，最終的にはバンジャールが準備し

た避難所に避難してもらいました．指定避難所は最後

の砦としてのものです．どうして自分の親族のところ

を最初の選択肢としてもらうようにお願いしているか

というと，以前は，テントに避難してもらっていたの
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ですが，そういう生活では衛生管理ができず，トイレ

もないなど環境が悪く，たくさんの問題が発生しまし

た．そのため，その後，ちゃんとした建物に全員，避

難することが重要であるという考えに基づき，親族の

住宅に避難することを優先するようお願いし，それが

できないのであれば行政が用意した避難所に避難して

もらっています．以前の問題としては，雨が多かった

ときにテントでの生活が大変だったということがあり

ました． 
 藤井：親族のところに避難するということであれば，

誰がどこに避難しているというのは把握できるのでし

ょうか？ 
 ジャヤ：把握しています．避難した後に，デサのリ

ーダーに連絡するように依頼してあり，その情報をリ

ーダーから防災局に連絡していただきます．どれくら

いの避難者がいるかのデータを 6 時間以内ごとに更新

するようにしています．2018 年 3 月 8 日午後 6 時の

最新の報告によるとバリ全体で 1750 人の避難者がい

ます．この 1750 人は，火口から 4 キロの規制地域に

住んでいる人たちです．彼らの物資も避難所に届けて

いますが，運ぶ際には道が狭かったりという，いくつ

かの問題がありました．そういう場合には，小さい車

で運ぶことで問題を解決しました． 
 杉安・東北大学助教（以下，杉安）：災害に強い村づ

くりについてもう少し詳しく知りたいと思います．

2015 年から始まったプログラムということですが，こ

れまでにバリ島全体のどれくらいの割合の人たちに対

して，実施されたのでしょうか？ 
 ジャヤ：これまでに 27 のデサで実施しました．それ

ぞれのデサで 30 人が研修を受けました．割合について

は把握していません． 
 杉安：最終的にはバリ全体のデサでやることを考え

ていますか？ それとも先進的な取り組みとして数か

所のデサでのみ実施するということなのでしょうか？ 
 ジャヤ：バリ全体で実施する予定ですが，最初に被

災したデサを優先的に実施しているところです．バリ

全体では 700 デサあり，その中の 27 デサで終了した

ということです．できれば全部でやりたいが，予算も

限られているので，被災地域を優先的にしたというこ

とです．被災地域で終了した段階でバリ全体に広げよ

うと考えています．このプログラムの目的は，災害に

遭わないで，ぐっすりと眠れるようにということです． 
 このプログラムはデサだけでなく，バリは観光地な

のでホテルでもやっています．2014 年から 45 ホテル

が研修を受けました．5 つ星から 3 つ星の 116 ホテル

を対象にしているので，残りをこれから実施していき

たいです．さらには，病院や企業向けにも研修を実施

していきたいと思います． 

 藤井：研修は何人くらいのスタッフで実施している

のでしょうか？ 
 ジャヤ：ここのセンターだけでなく，中央 BPBD と

レスキューオーガニゼーション，BNPB，軍，PMI と
連携して実施しました．それから，ホテルとレストラ

ンの組織にも参加していただき，実施しました．研修

内容については，ここのセンターで作成しています．

住民リストに基づいて実施しました．リストでは 140
万人を教えなければいけないことになっています．主

に組織管理，減災対策等の防災研修をします．バリに

も大学院があるので，そこの防災専攻や BPBD と連携

して，授業も作成しています． 
 吉本：モデルになっているどこかの国のカリキュラ

ムのようなものがあるでしょうか？ 
 ジャヤ：もとになったモデルは BPBD からもらって

いますが，それも世界中の防災関連のモデルを参考に

しています．BPBD が「これを教えてください」とい

うものを用意していますが，バリは独自の文化がある

ので，それに適応する形で，どういうふうに教えるか

は修正して研修内容を作成しました．普段は病院に働

いていて，いざというときには災害に対応できる看護

師を育成するためのプログラムもあります．デンパサ

ール看護大学での３日間程度の研修も我々が実施する

予定です．彼らは将来も看護師ですが，防災時にも活

躍してもらいたいというのが研修のねらいです． 
 久利：１０月１４日のピーク時には１４万人が避難

しています．避難地域の指定は１２キロでは対象者は

約７万人だったようですが，その２倍の人々が実際に

は避難した理由もしくは要因，背景について何かご存

じであれば教えていただけませんでしょうか？ 
 ジャヤ：アグン山の最後の噴火が 1963 年で，周辺

住民の火山災害に関する理解が薄れていたために，本

当は火口から１２キロ以内の住民が対象だったにも関

わらず，１２キロよりも遠方に住む多くの人々もよく

分からないけれども怖くなって避難してしまったとい

うことだと思います．噴火後，BPBD とボランティア

が住民らに「この村は大丈夫ですよ．戻ってください」

と説明して，少しずつ自宅に戻っていきました．63 年

の噴火当時は BPBD がなく，防災研修もやっておらず，

観測所もありませんでした．規制地域の１２キロより

も遠い地域の人々も当時の状況をまったく知らずに，

今回の噴火でとにかく「アグン山が噴火した．私たち

も危ない」と思ってしまって，避難したということだ

と思います．現在は，１２キロ以遠は危険ではないと

いう情報を BPBD が知らせて，避難者数が減少してい

ます． 
 吉本：日本の場合，噴火の記憶が薄れると住民は安

全だと思ってしまって避難しないという状況が発生し



56 
 

がちです．インドネシアでは噴火を怖がるような伝説

や言い伝えのようなものがあったのでしょうか？ 住

民が安全側の反応をとったという理由について何かお

考えがありますでしょうか？ 
 ジャヤ：伝説というようなものがあるわけではあり

ませんが，1963 年の噴火の前に生まれた人々がまだ

70 歳前後を中心に存命であり，彼らが子供たちに伝え

ているということはあると思います．もう一つの要素

として，バリ人は自然に近いヒンズー教を信じている

という背景を持っていて，アグン山が噴火する前に山

の様子などを見て，アグン山は危ないと思って，みん

な避難してしまったということがあったように思いま

す．自然現象を自分で観察して，反応するという部分

もあると思います． 
 藤井：今回の避難指定地域の外側の住民が避難した

避難所は，もっと大きな噴火の際に避難するように指

定されていたところということでしょうか？ そして，

そこに避難した人たちへの食糧や物資に関しては，避

難範囲外ではあっても行政が供給したということなの

でしょうか？ 
 ジャヤ：指定された避難所に避難した住民もいまし

たが，自分の親族の家に避難した住民もいました．し

かし，それは避難指示が出てから 3 日間だけです．そ

れ以降は，自分の自宅に戻りました．火口から 12 キロ

以上，離れた地域の住民も避難していたため，彼らに

対しては「あなた達の地区は大丈夫なので戻ってくだ

さい」と行政から情報を出し，戻っていただきました． 
 久利：インドネシアでは命は神様から預かったもの

という思想があって，死ぬということは命を神様に返

すだけなので，あまりあれこれと抵抗する必要はない

というような声があるとシガラジャにいる友人から聞

いたことがあります．実際にそのような考え方が実際

にあるのでしょうか？ また，そのような考え方は防

災研修等を通して変化しているものなのでしょうか？ 
 グレン氏・バリ州防災局防災専門官兼バリ州 PMI
副所長（以下，グレン）：そのような考え方があるのは

事実です．私も教授として防災を教えていますが，教

える際には科学的な情報だけでなく，ヒンズー教的な

考え方に沿って，命は神様から預かっているものだか

ら大切にしなければいけないというような話もします． 
 藤井：センターや BNPB の普段の予算とは別に地震

等が発生した際にはたくさん費用がかかると思われる

が，緊急事態の際の費用は自分達で調達するのでしょ

うか？ それとも国が準備してくれるのでしょうか？ 
 グレン：予算はもともと BNPB やバリ州政府が確保

しているものがありますが，災害時にはインドネシア

全土の国民からの寄付もあります．被災地の各県が銀

行口座を持っているので，それぞれの個人がそこにお

金を振り込みます．インドネシア国内の芸能人も寄付

をします． 
 杉安：行政機関が噴火や津波等の災害に対応する手

順にはマニュアルが準備されていると思いますが，今

回のアグン山で火山が噴火した際に，マニュアルには

なかった特別な対応を取ったことは何かありますか？ 
 グレン：最後に噴火した 1963 年の経験に基づき，

今回の噴火に対する計画は準備されていました．しか

し，前回の 1963 年の噴火と今回の噴火の経過が大き

く異なっていました．前回は噴火開始とともに大規模

噴火に発展したため，噴火とともに避難するというこ

とでうまくいきました．そのため，今回も警戒区域の

12 キロ以内では噴火前に避難するという計画になっ

ていましたが，今回は噴火の恐れがあるということで

アワスという対応をしていましたが，大きな噴火がな

くてシアガに下げ，その 3 日後に噴火が発生しました．

すなわち，想定自身がマニュアルと大きく異なりまし

た．非常に良い勉強になったのは確かですが，個人的

には今回のように小さな噴火が繰り返している中で，

突然，大きな噴火があった場合には対応できるか心配

しています．こういうアグン山の経験はなかったので

今回は特別だったと思っています． 
 石峯・鹿児島大特任准教授（以下，石峯）：今回の噴

火では避難してから噴火するまでに 2 か月程度の時間

がありました．そういう状況になると，住民は一回，

家に帰りたいと思う人が多いと思います．そういう住

民や，被災県のお役人から「もう帰っていいのではな

いか？」と声が出なかったのでしょうか？ もし，そ

ういう声があったとすれば，こちらではそういう方々

にどういう対応をしたのでしょうか？ 
 グレン：対応としていくつかありました．確かに住

民からは自宅に戻りたいという声が上がりましたが，

行政は「立入禁止なので家には帰らないでください．

避難所にいてください」という指示を出していました．

そうすると，住民の仕事や子供たちの学校をどうする

かということが行政の責任となります．そこではバリ

州と BPBD，PMI，NPO 等のボランティアが連携し

て避難所で快適な生活ができるように対応をしてきま

した．例えば，避難所で勉強できるような環境を作り，

衛生管理の環境を作ったりしました． 
 石峯：勝手に自宅に帰る人はぜんぜんいなかったの

でしょうか？ 立入禁止の措置を何かしていたのです

か？ 
 グレン：確かに隠れて帰っている人はいました．し

かし，だいたいお昼に帰って，危ないか確認しながら，

できることをしていました．日本でもそのようなこと

がありますか？ 
 藤井：日本では警察や消防が非常に厳しく，住民は
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戻ることができません．そのため，ときどき住民との

間でトラブルになることがあります．日本では一週間

も家に帰れないまま噴火が起きなければ問題になるよ

うな気がするのですが，インドネシアではなぜ 35 日間

も住民が行政の指示に従順に従って避難を続けていた

のか，知りたいと思います． 
 グレン：バリと日本の大きな違いは，バリでは計画

に従わずに自分達でフレキシブルに避難するところで

す．最初に噴火したときには，実際に避難した住民の

５％しか行政は避難させるつもりがありませんでした．

そして，実際は，その５％の住民よりもはるかに多い

住民が自主的に避難しましたが，避難先の村がそれぞ

れ家畜を含め快く避難を受け入れてくれたので行政の

負担は小さくてすみました．そのため，行政としても

あまり心配することは多くありませんでしたが，住民

の自主的な対応だということで，行政としては，もう

少しちゃんとしたいと思っています． 
 藤井：私が知りたい点は，アグン山では住民を避難

させてから 35 日間も噴火が起きなかったにも関わら

ず，住民らは特に不平を言わずに行政の指示に従って

避難をしていたのはなぜなのかというところです．日

本であれば，避難して 1 週間も噴火がなければ皆，自

宅に帰りたがります． 
 グレン：行政と NGO が事前に訓練を積んで，食事

や水等の物資を用意して快適な避難生活ができるよう

に努力していました．心のケアの相談をする施設も設

置しました．自宅に戻った後の生活再建に関して，経

済的なことを含む研修もしました．そのようにして安

心して生活できる避難所の雰囲気を作っています．ま

た，「避難してください」という行政の指示によく従う

というカランガサム県の人々の住民性にも関係してい

ます． 
 藤井：30 日間も，避難している間の学校はどのよう

にしているのでしょうか？ ずっとお休みにするので

しょうか？ それとも別な場所で学校教育ができるよ

うにするのでしょうか？ 
 グレン：避難した子供たちは，避難所の近くの学校

の建物を使って勉強していました．例えば A 村の人た

ちが B 村に避難しているときは，A 村の子供たちも B
村の学校を使います．もし，子供が多すぎる場合には，

B 村の子供たちの学校が終わってから，A 村の先生達

がB村の学校の建物や本を使ってA村の子供たちに教

えます．B 村の学校にとってはこのような受け入れは

義務となっていて，うちは子供が多いからそのような

対応はしたくないという場合には，B 村の学校に対し

て行政が厳しく指導をしていました．教育は大切なの

で，避難した次の日は皆，きています．これから PMI
が運営しているルンダンの避難所に行く予定です．

PMI の副所長である私が連れていきます．私が避難所

のシステム等を考えて全部，実施していました．ここ

から 2 時間半くらいです． 
 吉本：もう 2 点，お聞きしたいことがあります．一

つ目は，避難した後の警戒区域の中の防犯対策です．

避難した後の警戒区域に泥棒が入ることが日本でも起

こるのですが，バリの場合は，どのような組織がどの

ように監視しているのでしょうか？ その点がしっか

りしていないと，家畜などを取られることを心配して，

自宅に帰りたがるのではないでしょうか？ 
 グレン：その点はバリ州には特別の事情があって，

ヒンズー教の教えでカルマというものがあって，泥棒

は絶対にいません．例えば，道に置いてあったバイク

がなくなったとしても，それは誰かが盗ったというわ

けではなくて，単に安全な場所に移動させただけとい

うことです．彼らはもし悪いことをすれば，その報い

が自分達に戻ってくるとの考えが残っています． 
 グレン：カルマについてバンリ県の人々が信じてい

るのが来世です．現世で悪いことをしたら来世で自分

に悪いことが起こることになるということを恐れて，

悪いことはしません． 
 藤井：日本でも福島の原発事故で避難した際，海外

から盗難をする集団が入ってきたことがあったのです

が，こちらではそのような心配はしなくてもよいので

しょうか？ 
 グレン：アグン山の噴火で避難した人々の 99％はバ

リ人です．宗教もバリ島はヒンズー教なので，盗難の

心配はありません．ただし，災害時だけでなく普段か

らバリ島で起きる犯罪は外から来た人達によるもので

す．少し話が変わりますが，あるとき外国からの観光

客の車のタイヤがパンクしてしまったときに，バリの

人達が手伝って車が走れるようにしました．このよう

にバリ島は観光地で観光客から利益を得ているという

こともあって，外から来た人達のことを恐れるのでは

なく，お客さんとしてもてなすということを実践して

います． 
 吉本：避難の際，家畜は一緒に避難できますが，農

地は移動できません．35 日も避難してしまうと農業収

入に影響が出ると思いますが，農作物の被害に関する

補償はどのようになっているのでしょうか？ 
 グレン：避難中の物資は手配しているので心配はな

いのですが，自宅に帰った後に農地が使えなくなった

りすることはやはり問題です．それに対しては２つの

対策を実施しました．一つは避難中に戻った後の仕事

の研修を行いました．例えば，ブレレン県では，避難

した農業従事者が何人ぐらいいたのかを数えて，他の

県での仕事を紹介しました．もう一つは，PMI による

募金活動です．被災者が経済的に回復できるように資
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金の貸し付けを行っています．その資金を使って，今，

農家が農業をやり直したり，職人が道具を買ったりし

ているところです．また，避難先から自宅に戻った後

の 3 か月間の食事は行政が手配をしていますが，その

後は寄付金等を使って自立して生活していただきたい

と思っています． 
 石峯：観光業者への対応についてお伺いしたいと思

います．バリ島は日本でも人気のある観光地です．日

本でも噴火の可能性のある危険な火山の周辺は富士山

はじめ有名な観光地が多いのですが，そういうところ

で噴火が起きそうになると，観光業者が「そんなこと

をいうと観光客が減るので，あまり大きな声でいうな」

と抗議をします．彼らはお金持ちだし，エネルギッシ

ュということもあって，相当な勢いで抗議をしてくる

のですが，対応が大変です．そのため，アグン山の噴

火のときに観光業者に対してどのように対応したのか

興味があります．経済的な支援のようなものをしたの

でしょうか？ その点について教えてください． 
 グレン：やはり観光地なので，観光的にも問題が起

きました．観光客の数も減りました．主な観光対策は

２つです．一つは，メディアを通して危険な地域はア

グン山の火口から 12 キロ以内だけだという情報をた

くさん流しました．もう一つは，ジョグビ大統領が直

接，バリ島に来て「アグン山の近くだけは警戒が必要

ですが，バリのその他の地域は安全です」というアピ

ールをしました．その他としては，様々なイベントを

活用するということです．2018 年 10 月には IMF の会

議が予定されています．それに合わせて回復できるの

ではないかと期待しています．観光に関して問題だっ

たのは，空港が閉鎖になったことです．2 日間だけ閉

鎖されたのですが，その際，海外に帰国できない観光

客の宿泊費は無料としました．また，ロンボクやダニ

ワニに行く船も手配しました．それを利用して，ジャ

ワ島に移動したら，海外行きの航空便が利用できると

いうことです． 
 吉本：アグン山の今回の噴火の形態が前回と違いま

した．日本だと大学等の火山の研究者が，地方自治体

と連携しながら，そのような情報を出すことが多いの

ですが，バリでは，大学等の国の組織ではない火山の

研究者がそのような活動に貢献することがあるのか教

えていただけませんでしょうか？ 
 グレン：科学的な情報は PVMBG が発信しています

が，防災研修等のときには，NPO や大学も協力してい

ます．私も，今日の夕方は，私立大学の看護部で災害

対応について授業をします． 
 グレン：大学の役割はやはり非常に大きいと考えて

います．防災研究も大学と一緒にやっています．

PVMBG，大学，それぞれ活躍しています．社会貢献

という役割も大学にも入っているので，大学の中の防

災対応に関する研究所も少しずつ関与するようになっ

ています． 
 吉本：避難計画や防災計画は，基本的に CVGHM と

BPBD で作って，そこには大学の研究者は入らないと

いうことでしょうか？ 
 グレン：そこにも入っています． 
 吉本：これから行く避難所でもいろいろと聞けると

思いますので，残りはまた後ほど，お願いします． 
 グレン：どうも，ありがとうございました． 
 日本側：どうも，ありがとうございました． 
 

３．バリ州カランガサム県避難所 2 

訪問日時：2017年 3月 5日午前 2時-3時 30分 

場所：バリ州カランガサム県ルンダン地域 

   (Rendang, Karangasem, Bali) 

対応者：グレン・バリ州 PMI副所長 

        スクワマ氏，ニューマン氏，アランディプス 

    サン氏，フリー氏 

 

（以下，聞き取り内容．PMI 側の回答者は特定困難だ

ったため，すべて PMIと記す） 

 杉安：この場所は避難所になる前は何だったのです

か？ 
 PMI：バリ州農業部のセンターでした．マンゴステ

ィンが植えてありました． 
 久利：ここはカランガサム PMI の職員が運営してい

るのですか？ それとも県のスタッフですか？ 
 PMI：カランガサム PMI とカランガサム県の自治体

職員の両方が入っています．バリ州の職員もいます．

24 時間対応するのは，カランガサム PMI とバリ州

PMI の職員です．他の県の人達も手伝ってくれました． 
 久利：PMI の正規職員は全体で何人くらいですか？ 

ボランティア以外の直接，所属している職員という意

味です． 
 PMI：バリ州が 21 人，カランガサム県が 8 人です． 
 久利：8 人の職員は全員，自然災害対応や危機管理

の研修を受けているのですか？ 
 PMI：そうです．PMI の中でトレーニングをします．

BPBD の研修を受けることもありますし，ときどきは，

PMI が BPBD の研修を担当することもあります． 
 久利：災害の研修か，衛生管理の研修かで交互に教

えあうということですね？ 
 PMI：そうです． 
 藤井：ボランティアの人達も研修を受けているので

                                                   
2PMI(インドネシア赤十字)が支援をする避難所であり，

24 時間体制で 2 人のコーディネータが常駐している． 
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すか？ 
 PMI：はい，PMI が研修を担当します． 
 藤井：ボランティアの人達がここで支援をしている

間は，普段の仕事はどうしているのでしょうか？ 
 PMI：運転手や大学生等，いろいろな人達がいます．

一番，多いのは大学生です．バリ州には 14 の大学があ

って，その中に PMI のボランティア組織があります．

彼らもここで支援をしています． 
 吉本：登録された方々がいるということですか？ 
 PMI：そうです．例えば，シンガラジャ大学はシン

ガラジャ県の PMI に登録されているというような形

でクルンクン県にも登録されています． 
 石峯：赤十字ということですが，医師や看護師とし

て登録されている方はどれくらいいますか？ 
 PMI：人数は把握していませんが，研修ではオリエ

ンテーション，基礎，訓練等を実施して認定証を発行

するという形をとっています． 
 吉本：石峯さんが質問しているのは，医師の資格を

持った人がどれくらい登録していて，医療支援がどの

ような体制で実施されているかということです． 
 PMI：医師はバリ州全体で約 30 人います． 
 吉本：学生のボランティアに対しては，大学で授業

を免除してもらえるというような災害支援に参加しや

すい制度を整えたりしているのでしょうか？ 
 PMI：学生は大学で許可をもらって授業を休んでき

ています．大学生の希望者が多いので，一人の学生は

1 カ月に一回程度というような感じで，シフトを組ん

でいます． 
 久利：この避難者には一番，多いときで何人くらい

の方が避難していましたか？ 
 PMI：一番多かったのは９月 22 日で，そのときには

3500 人程度が避難していました． 
 杉安：現時点では何人くらいの方々がこの避難所に

避難していますか？ 
 PMI：135 世帯 519 人です． 
 石峯：建物はいくつありますか？  
 PMI：最初は 350 棟，ありました．しかし，今は自

分の自宅に戻ったり，親戚の家に移動したりしていま

す． 
 久利：主にどこのデサから避難してきた人たちです

か？ 
 PMI：デサより小さいルッスンという規模のクシン

バルとブサキ集落からの避難者です．ルッスンとバン

ジャルは同じ意味です．ブサキは有名なブサキ寺院が

ある集落です． 
 PMI：冗談ですけど，みなさんの家はナルトの家の

そばですか？ 
 久利：漫画があるのは知っていますが，よく分かり

ません． 
 PMI：インドネシアではナルトとドラえもんがとて

も流行っています． 
 杉安：今，日本ではナルトの息子のアニメを放送し

ています．今，519 人が避難しているということです

が，食事はどうされていますか？ また，この隣にも

お店がありますが，このお店は噴火で避難してきた方

が営業しているのですか？ それとも，もともとこの

近くに住んでいる方が営業しているのでしょうか？ 
 PMI：食事は避難後 3 カ月間は行政が手配していま

す．お米だけということがほとんどです．おかずは支

援者から寄付されることもありますが，毎日ではあり

ません．お店は避難してきた人たちが食べ物等を売っ

ています．避難前にもお店をやっていた人が自分の家

から商品を持ってきて売っています． 
 吉本：避難所の中でお店を作って商売をしても問題

ないのですか？ 
 PMI：問題ありません．このルンダン地区にもとも

と住んでいる人たちも買い物が近くでできるようにな

って良かったと言っています．経済的にも自立した形

になっているので，よいことだと思います． 
 PMI：インドネシアでも富士山の歌は有名です．「ブ

ンチャードゥントゥー♪ フジヤマ♬」という感じです． 
 グレン：私は大学での授業がありますので，ここで

失礼します．ありがとうございました．さようなら． 
 日本側：ありがとうございました． 
 PMI：お昼ご飯にお弁当を頼んでいますが，今にし

ますか？ 
 杉安：このまま進めてしまいましょう． 
 杉安：今，ここに避難している人たちは，ここにこ

のまま避難をし続けているのか，噴火が落ち着いたら

自分の自宅に帰りたいと思っているか，どちらなので

しょうか？ 
 PMI：本当は帰りたいけれども，まだ状況がはっき

りしないので帰れないという状態です． 
 石峯：いつぐらいに自宅に帰れることになりそうだ

とか，もうしばらくは帰れそうにないというような情

報は行政から定期的に提供されているのでしょうか？ 
 PMI：今はまだシアガのレベル（レベル３）なので，

いつ自宅に戻れるかは分からいのですが，BPBD から

出されたレベルの情報は，PMI を通して住民にお知ら

せしています． 
 久利：クシンバルは 4 キロの規制地域の中にある集

落ですか？ 
 PMI：クシンバルは 4 キロから 8 キロの地域にあり

ますが，クシンバルに行く道が使えないため，この地

域の人達の避難が最も多くなっています． 
 杉安：この避難所の水道やトイレ等は仮設の施設を
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利用しているのでしょうか？ それとも恒久的に利用

できるしっかりとした施設が整備されているのでしょ

うか？ 
 PMI：ここには，もともと農業施設なので水が出ま

す．そこからトイレを通していて，飲む水もそこのも

のを利用しています．さらには，PMI が臨時に設置し

た給水所もあります． 
 杉安：トイレはセンターにもともとあったものを使

っているのでしょうか？ 
 PMI：もともとあったものに加えて緊急用に設置し

たトイレもあります． 
 石峯：トイレの数や食事の量は国際赤十字の基準に

則って配給しているのですか？ 
 PMI：そうです．スフェア基準に従っています．衛

生環境や避難所についても同様にスフェア基準に従っ

ています． 
 石峯：スフェア基準の中で，アグン火山の噴火に際

して最も修正したのは，どのような点でしょうか？ 
 PMI：主に 2 点です．一つはトイレです．スフェア

基準では 25m 間隔で設置することになっていますが，

ここでは人が多いので 10m から 15m 間隔で設置して

います．もう一つは避難所の大きさです．スフェア基

準では 6m×4m となっていますが，バリ人の生活習慣

やヒンズー教の文化に応じて変更しています．トイレ

は北側には絶対に設置しないとか，台所は必ず南側は

作るというような風習にもしたがっています．中国の

フェンスイ（風水？）と同様のものです． 
 吉本：避難所はスフェア基準よりも大きくしている

ということですね？ 
 PMI：大きくしているところもあれば，小さくして

いるところもあります． 
 久利：健康管理で大変だったことが何かあります

か？ 
 PMI：特にありません．なぜなら，PMI だけでなく，

プスケスマスという村レベルの小さい病院のスタッフ

も支援しているし，地方自治体，県レベルの医療部の

メンバーも支援に入っているからです． 
 石峯：避難所で病気になった人がいた場合，彼らは

病院に行くのでしょうか？ それともここに医療スタ

ッフが来て手当をしてくれるのでしょうか？ 
 PMI：まずは避難所にある PMI の建物で調べて，例

えば，ただの風邪であれば風邪薬を上げるというよう

な対応をしますが，もう少し症状が悪いようであれば，

プスケスマスという村の小さい病院に連れて行き，そ

こでも対応できないようであれば，PMI が車を手配し

て，さらに大きな病院に連れて行きます． 
 久利：現段階で，この避難所村の運営には，ボラン

ティアを含めて何人くらいのスタッフが必要なのでし

ょうか？ ピーク時の人数も教えてください． 
 PMI：ピーク時には 1 日に 40 人から 50 人がいまし

たが，今は 4，5 人です．今は対応するスタッフが少な

いので，ボランティアも少ないです． 
 杉安：この避難所では家畜などの動物と一緒に避難

した人達も受け入れていますか？ 
 PMI：はい．動物と一緒に避難しています．もう少

し南の地区に家畜用の避難所があります． 
 藤井：牛などの大きいもいますか？ 
 PMI：鳥などは住民と一緒にここで世話をしていま

す．バリ人は山羊を飼わないので，大きな動物は牛だ

けです． 
 久利：山羊はなぜ飼えないのでしょうか？ 
 PMI：宗教的な理由ではなく，牛の方が高くで売れ

るので牛を飼っているということです．シャーマンの

ような宗教関係者に牛を食べない人がいますが，普通

の人達は食べます． 
 久利：1963 年のアグン山の噴火で移住してきた人達

がこの辺りに住んでいたり，今回の避難の受け入れに

影響を及ぼしていたりということがあるのでしょう

か？ 
 PMI：ここだけでなく，多くの避難所で当時の経験

を伝えていたりしていましたが，それほど人数は多く

ありません．また，彼らの中には自分の家に避難する

よう避難者らに申し出たりしていたので，彼らの家に

避難した住民もいました．また，バリ人の特性として，

さきほどもお話した通り，他人を歓待する傾向が強い

ので，かつての移住者ではなくても，SNS などで「私

の家には 10 家族程度は避難できます．ぜひ私の家にお

越しください」と呼び掛けたりしていました． 
 久利：それはバリ特有の対応ですね．そういった個

人宅に避難した避難者には行政からの支援物資は届け

られるのでしょうか？ 
 PMI：はい．行政からの食事等は届けられます．避

難者を受け入れた家族がバンジャールに届出を出すこ

とで，食事が届けられるようになります．避難者が最

も多かったときにすべて対応できていたかは分かりま

せんが，今はほぼそのようになっています．避難者を

受け入れているにも関わらず行政から食事が届かない

場合は，受入家族が地域の人々に対して「私の家には

避難者がいるので食事をください」と伝えれば，地域

の人達が対応してくれます． 
 吉本：アグン山の周辺の住民は土地に対する執着が

強いのでしょうか？ すなわち，自分達が住んでいた

地域もしくは生まれた場所に帰りたがる傾向が強いの

でしょうか？ 
 PMI：そうです．アグン山の近くに住んでいた住民

は，その地域を大切に思っていて帰りたがる傾向が強
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いと思います．また，バリ人の特性として，ヒンズー

教でアグン山には神様がいると言われているので，神

様の近くにいたいという気持ちもあると思います． 
 吉本：1963 年の噴火で移住した人達がかなりいると

思います．私も以前，バリに来た際にそういった移住

者の息子という方に会ったことがありますが，彼らは

日本でいうお正月のような宗教的なイベントがあると

きには昔，住んでいた場所に帰省すると話していまし

た．もし，避難中にそのような宗教的なイベントの時

期を迎えて住民が規制地域に入りたがる場合には，特

別の配慮をすることがあるのでしょうか？ 
 PMI：こちらの住民は宗教に関しては重要視してい

るので，宗教的な行事があるときには毎回，自分の住

んでいた地域に帰ります．先月も結婚する人がいて，

結婚式はアグン山の近くの地域でしなければならない

ということで，いったん戻って再び避難してきました． 
 石峯：そういうときには規制区域の中に入れるとい

うことですか？ 
 PMI：そうではなく自分の家に帰るということです．

そこで結婚式を開いて，その後，またこの避難所に戻

ってくるということです． 
 吉本：自分の家が 4 キロの規制区域の内側にあって

も入れるということですね？ 
 PMI：はい．入れます． 
 久利：ガルガンが年に 2 回ですよね．11 月 1 日がガ

ルガンだったと聞いたのですが，その際にもかなりの

避難者が自宅に帰ったのですか？ 
 PMI：そうです．お祭りの準備は避難所でして，準

備ができてから自宅に帰って祭りをして，すぐに避難

所に帰ってきます． 
 久利：全員が規制区域に戻ると大変なことになると

思いますが，どれくらいの人が戻ったのですか？ 
 PMI：全員です．体調が悪いお年寄りなどは残りま

したが，それ以外はほとんど全員，帰りました． 
 久利：それはすごいですね． 
 吉本：それを許さないと地元は怒るのでしょうね． 
 石峯：そういった宗教的な儀式の際には規制区域に

入れるということですが，そのほかにも自宅に必要な

ものを取りに行きたいというような場合にも規制区域

に入れるのでしょうか？ 
 PMI：はい．今は，だいたい毎日，家に帰っていま

す．昼間は自分の畑で働いて，夜，避難所に帰ってき

ます． 
 藤井：さきほどの話では，自宅に戻る道路が使えな

いという話だったと思うが，そうではないのですか？ 
 PMI：車は通れませんが，バイクであれば通行可能

です．普段であれば，ガルガンの祭りは一日かかりま

すが，災害時なので 6 時間だけに短縮して避難所に帰

ってきました． 
 藤井：住民を規制地域に戻すという判断をしたとき

には，CVGHM(火山調査所)がその時間には噴火の危

険はないという判断をしたということでしょうか？  
 PMI：本当は安全という保証はできない状況だった

けれども，お祭りなのでやむを得ないということだっ

たのだと思います． 
 藤井：まさに噴火が起きている最中であれば立ち入

りは許可しないということでしょうか？ 
 PMI：そうです．許可しません．レベル 4・アワス

のときには別な問題がありました．住民はほとんど避

難したのですが，外国人を中心とした観光客が噴火を

見たいということで，逆に規制区域に入っていきまし

た．彼らは，何が起こるか興味があって，SNS などで

情報を流したいと思っていたようです． 
 杉安：この避難所ができてから，ここでの PMI の活

動を行う中で特に困ったことは何でしょうか？ 
 PMI：特に大きな問題はありませんが，「避難所を作

るためにテントを使って，お店にしてもよいでしょう

か？」というような小さな問題はありました．例えば，

この隣のショップからも「PMI のテントを使っていい

か？」と相談を受けましたが，それは認められないの

で，自分達でテントを準備するように伝えました．「自

分の車のカバーが必要なので，避難所用のテントを使

ってもよいか？」と尋ねる人もいました．その程度の

問題があっただけで，ここの避難者は PMI のスタッフ

の言うことに従ってくれるので，それほど苦労はあり

ません． 
 石峯：避難中の避難者どうしでけんかになったりす

るようなトラブルが発生することはないのですか？ 
 PMI：ありません．家族どうし，お互いにあまり好

きでないというようなことはあるかも知れませんが，

食事等も平等に配給しているので，あちらの家族には

食事があるけれど，こちらにはないということはあり

ません．住まいに関するトラブルもありません． 
 吉本：日本の避難所では様々な地域の人達が一つの

避難所に入ってくるのですが，ここでは，もともとこ

こで生まれ育った地元の出身以外の入植者のような人

達はあまりいないのですか？ 
 PMI： 3500 人の避難者がいたピークのころにはま

ったく知らない人達が一緒に生活していましたが，今

は皆，お互いに知っている人同士だけです． 
 吉本：避難してきた村自体のもともとの土地構成と

して，入植者がいない昔からいた人だけの集落だった

のかということがお聞きしたかったのですが？ 
 PMI：そうですね．だいたいはずっと住んでいる人

だけです．バリ人の性格として，基本的に「お互い様」

という意識が強く，「あの家族はちょっと…」というよ
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うなことはあまりありません．お互いに大変な思いを

しているという気持ちもあるので，けんかはしません． 
 久利：ピーク時にはブサキ集落以外からも避難して

きていたのですか？ 
 PMI：他の集落の人達もいました．ほとんどはブサ

キ周辺の集落からの避難者でしたが，それ以外の遠い

地域から避難してきた人達もいました． 
 久利：遠いところというのは，例えば，どの辺りで

しょうか？ 
 PMI：一番遠いところはソグラ集落です．とは言っ

ても，郡としては同じなので，それほど遠いわけでは

ありません．ちなみに集落を表すバンジャールにも 2
通りあって，行政的なバンジャールと伝統的なバンジ

ャールがあって，伝統的なバンジャールごとに宗教や

行事はまとまっています．例えば，結婚する人の手伝

いは伝統的なバンジャールでします．その点で，ジャ

ワ島とは大きく違います． 
 久利：ジャワ島にもバンジャールはあるけれども単

なる行政的な区割りであって宗教的な結びつきはない

一方，バリ島では，文化や宗教に密接に結びついてい

るということですね． 
 PMI：そうです．そのため，バリ島には 2 通りのバ

ンジャールがあるということです． 
 杉安：避難している人達はみんな仲良く生活してい

るようですが，そもそもこの避難所に入るための条件

や規則のようなものがありますか？ また，この規則

を守れない場合には，この避難所を出ていかなければ

いけないというようなものがありますか？ 
 PMI：規則というものは特にないです．皆，常識的

に判断して，こちらの避難所の人達がこっちのトイレ

を使うというようなことを自然に決めている程度です．

それほど細かい規則を決める必要は感じないのがイン

ドネシア人の感覚だと思います． 
 石峯：PMI のスタッフに対して避難者から多い相談

もしくは要望というものはどういうものでしょうか？ 
 PMI：24 時間対応のヘルプデスクがあるので，そこ

で避難者は相談することが可能です．女性からは女性

に相談したいという要望も多いので，女性のスタッフ

もいます． 
 石峯：相談の内容はどのようなものですか？ 
 PMI：「何がほしい」といった必要なものの要望が多

いです．精神的な問題はありません．子供達のために

遊ぶ広場や勉強するところも準備してあります．また，

神の存在を信じている人が多いので，もし悩みごとが

あれば，まずは神様にお祈りするということが多いよ

うです．それは，ヒンズー教だけでなく，イスラム教，

キリスト教の人々も同じです．他の人達に相談するこ

ともできますが，だいたいは神様に相談しています． 

 PMI：健康に関する相談はあります．例えば「ちょ

うと体調が悪いので，病院に行くための紹介状を書い

てもらえまんか？」というような相談はありました． 
 吉本：テントは避難者に貸し出されているとのこと

ですが，他に貸し出される資機材にはどのようなもの

がありますか？ 
 PMI：テントと柱にする竹だけです．ランプやポッ

トのようなものは自宅から持ってきます．なべなどの

台所用品も自宅から持ってきます．ただし，マットと

コンロ，ガス，毛布は貸し出しています． 
 吉本：テントは組み立てた状態で貸し出すのです

か？ 
 PMI：避難者が自分達で組み立てます． 
 吉本：やはりそうですね．テントの組み立て方がば

らばらなので，自分達で組み立てたのだろうと思って

質問しました．メラピの場合でも，避難所は基本的な

部分だけを作った状態で提供して，避難者が自分達で

自由にカスタマイズして利用していました． 
 PMI：避難所の様子をご覧になりますか？ 
 久利・吉本：ぜひ，お願いします． 
 

４．バリ州カランガサム県 BPBD 

訪問日時：2018年 3月 6日午前 11時 30分-午後 2時 

場所：バリ州カランガサム県 

対応者：イダバグース・カランガサム県 BPBD所長 

 

（以下，聞き取り内容） 

 吉本：本日は，訪問させていただき，ありがとうご

ざいます．今日は，我々，富士山の麓にある富士山科

学研究所のメンバーと，日本火山学会の中で防災の研

究をしている仲間で訪問させていただきました．日本

では，火山噴火の際のたくさんの住民の避難が大きな

課題になっています．皆さんが経験したことを我々も

勉強させていただき，日本の火山防災に役立てたいと

思っています．我々のメンバーを紹介させていただき

ます．こちらは，富士山科学研究所の所長で，前の火

山噴火予知連絡会の会長の藤井先生です．私は同じ研

究所の火山防災研究部の吉本です．こちらは，東北大

学の災害センターの久利さんです．同じく東北大学の

杉安先生です．九州の鹿児島から来た鹿児島大学の石

峯先生です．本日は忙しい時間を割いていただき，あ

りがとうございます． 
 イダバグース・カランガサム県 BPBD 所長（以下，

イダバグース）：本日は皆さま，こちらをご訪問いただ

き，ありがとうございます．ここの 2 階では，ちょう

どワナピシーというインドネシアの NGO が防災に関

する研修を行っているところです． 
 杉安：この BPBD のカランガサムの組織のメンバー
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は何人ほどいますか？ 噴火の後で増えたのでしょう

か？ 
 イダバグース：カランガサム BPBD は 2011 年 11
月 11 日のちょうど 11 時，午前 11 時に設置されまし

た．設立当初からの職員 15 人が公務員として働いてい

ます．契約スタッフが 79 人います．昨年，アグン火山

の噴火レベルが最初にアワスになった後，スタッフが

足りないということで，他の機関の公務員 8 人が支援

に入りました．それでもやはり事務作業や情報処理，

データの収集などが忙しいときには人不足でした．カ

ランガサムはアグン山に近く，リスクランキングがイ

ンドネシア全体で 93 位，バリ島の中では 1 位とされ

ています．非常に危険な地域ということです．2017 年

2 月には大きな洪水が起き，124 棟の建物が壊れてし

まいました．その際は，職員 15 人と契約スタッフ 79
人で何とか対応しました．しかし，アグン山の噴火は

災害の規模が大きく，とても大変でした．人手も足り

ませんでした． 
 藤井：昨年のアグン山の噴火の際に，こちらのカラ

ンガサム BPBD が対応した避難民の数はどれくらい

だったのでしょうか？ 
 イダバグース：質問にお答えする前に，BPBD が噴

火前に実施していた避難訓練についてご説明します．

予算が限られていたため，噴火前には８つの村がある

うち２村だけで実施していた状況でした．そのため，

2017 年 9 月 22 日にアグン火山の噴火レベルがシアガ

からアワスに上がった際，まだ避難訓練を実施してい

なかった村の避難する必要のない住民も避難してしま

いました．その結果，避難した人数はおよそ 2000 人

でした．カランガサム県その他に 383 か所の避難場所

があります． 
 藤井：その避難場所は一次避難ではなく，二次避難

のポイントということですか？ 
 イダバグース：最初は一時的な避難所として準備し

ていました．多くは村や集落の公民館を利用していま

す．クルンクンでは，体育館のような場所も利用して

いました．そこに噴火当初は避難していました．建物

での生活はホールや屋根もあって，テントよりも快適

なので，避難者はずっとそこで生活をしていました．

その後，避難所周辺の住民の中から「私の家に来てく

ださい」というような申し出をする人達が増えたので，

助かりました．また，なぜ村や集落の公民館を使って

いたかというと，噴火が起きたときが雨季で，外で寝

ている夜の間に大雨が降ることもあったりして大変な

ことになるからです．集落の公民館のような建物があ

る場合でも，飲み水の給水所や仮設トイレは増設しま

した．それだけでなく，さきほどお話ししたように，

避難所周辺の民家に避難した人もいたので，その家の

ための電気代等も行政が支払いました（飲み物を飲み

ながら，ごゆっくりお聞きください）． 
 久利：山頂に近い山の上のジュムタング村の人達は

トラックで送ってもらったと聞いたのですが，何人く

らいを行政の人達が車で避難させて，その他に何人く

らいが自力で避難したのでしょうか？ 
 イダバグース：そのとき人数を数えていないので，

正直なところ把握していません．ただし，最初にシア

ガからアワスに噴火レベルを上げたときには，4 台の

トラックを用意していました．カランガサムからの避

難者はトラックも利用しましたが，やはり一番，多い

のは，自分達で避難した方々でした．また，BPBD だ

けでなく，NGO や PMI 等もたくさん支援していたた

め，円滑に避難できました．そのときの問題としては，

カランガサム県でもアグン山の噴火対応が初めてだっ

たので，それぞれの村がどこに避難するべきなのか，

ルートや行先がはっきりしておらず，住民も理解でき

ませんでした．そのため，今年からは，避難ルートや

避難所の掲示を作りたいと考えています． 
 久利：この辺りには 70 歳前後になる 1963 年の噴火

を経験した人々がいると思いますが，彼らが昔の噴火

の経験を伝えることで，噴火の知識を持っていたりす

るのでしょうか？ 
 イダバグース：確かに噴火を経験した 70 歳くらい

の方々がまだ生きているのですが，ジョグジャカルタ

のマリジャンさんのように「アグン山は危ないから，

ちゃんと避難しないといけません」というようなこと

を言うのではなく，逆に「私が生き残ったのだから大

丈夫ですよ．避難しなくてもいいでしょう」というよ

うなことを言う方々がいました．そのため，彼らを避

難させることに苦労しました．彼らが若い世代の人達

にもそういうことを言ってしまっていたので，ちょっ

と大変でした．BPBD のメンバーが「この状況はやは

り危ないです．ラハールは見るものではありません．

避難しなければいけません」と頑張って伝えていまし

た． 
 石峯：少し話が戻ってしまいますが，さきほど行政

が 4 台のトラックを準備して住民を避難させたという

お話をされましたが，それはどういう人達が対象だっ

たのでしょうか？ 例えば，自分で避難できないよう

なお年寄りや体の不自由な方のような人達が前もって

リストにしてあって避難させたとか，もしくは，何ら

かの理由で逃げ遅れたような方々を最後にピックアッ

プしていったというようなことだったのでしょうか？  
 イダバグース：すいません．さきほどトラック 4 台

といったのは 8 台の間違いです．一番最初に避難させ

たのは，お年寄りと妊娠中の女性と子供，赤ちゃんで

す．体が不自由な方々も先に避難させました．体調が
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悪い方は若者もトラックで避難させました．彼らの避

難が終わった後に，若者も含め，一般の方々を避難さ

せました．しかし，大多数の人達は，自分達で避難し

ました．また，昨日，見たルンダンの避難所の方々は，

自分の車にベッドやテレビを積んで，自分達で避難し

ました．そのため，ルンダンの避難所は結構，生活レ

ベルの高い人々の避難所だと思われているようです．

また，ここから 40 分ほど離れたところにあるマタナア

ンプールと呼ばれる物資の集積所がありますが，そこ

には現在も 20 台のトラックを用意してあります．なぜ

20 台もあるかというと BPBD だけでなく，PMI やイ

ンドネシアの軍，レスキュー組織，NPO の方々も集積

所のスタッフとして対応しているからです．追加情報

ですが，ここには，カランガサム県と BNPB が組織し

たボランティア団体があり，パスバヤと呼ばれていま

す．28 の村の人達がボランティアとして登録していま

す．彼らは 2017 年 10 月から 2018 年 1 月までの噴火

レベルがシアガの間に避難訓練を含む研修を受けまし

た．さらには，彼らが避難計画を作成し，避難場所や

避難ルートの看板も作って，各地に設置しました．シ

アガの間は何もすることがなかったので，その時間を

利用して，これらの活動をしたということです．昨年

の 12 月ごろです． 
 久利：28 の村というのは，避難をしてきた元の村と

いうことですか？ 
 イダバグース：そうです． 
 藤井：今，お話に出たボランティアと，最初に説明

いただいた契約スタッフとの違いは何でしょうか？ 

契約スタッフには給料が支払われていて，ボランティ

アには一切，支払われないということでしょうか？ 
 イダバグース：はい．契約スタッフには給料が支払

われますが，ボランティアには給料は一切，支払われ

ていません．ただし，食事や支援物資で必要なものは

手配しています．一番，利用されているのは無線機で

す．ボランティアには，各集落のリーダーのような多

くの人達と顔見知りの人達が多く含まれるので，隅々

まで簡単に情報を届けることができます．彼らが朝の

6 時と昼の 12 時ごろのように 6 時間に 1 回，避難者と

の情報のやり取りをします． 
 吉本：避難者に 6 時間ごとに情報を伝えているとい

うことですか？ 
 イダバグース：そうです． 
 久利：避難者に伝えるというよりも，避難者から情

報を集めるということではないのですか？ 
 イダバグース：避難者から情報を集めた上で，BPBD
から情報提供をするという両方です．避難所で何が足

りないというような情報もそうやって集めています． 
 久利：実際にボランティアが何人いるかということ

が重要なのではなくて，28 の各村にそういったボラン

ティアがいる体制を作ったというのがポイントという

ことですね．そのため，ボランティアそのものについ

ては各村で管理していて，ここでは分からないという

ことなのでしょうか？ 
 イダバグース：そうですね．人数はここでは分かり

ません．パスダヤのボランティアだけでなく，バリ州

以外の例えばジャカルタや大学，NGO の人達もたくさ

んボランティアとして手伝いにきていただきました．

今はもう皆さん，自分の家に戻っていますが，噴火レ

ベルがアワスに上がったら再び集まってくると思いま

す． 
 久利：10 月末にレベルが 3 になって，その後，11
月 26 日にレベルが４になったときにも自宅に帰って

いたボランティアが戻ってきてくれたということです

ね． 
 イダバグース：はい，そうです．そうやって，28 村

のボランティアが自分達で管理しているということで

す． 
 藤井：28 の村のボランティアには代表者がいて，そ

の代表者と BPBD が連絡を取るということですね． 
 イダバグース：はい．無線機で連絡を取り合います． 
 吉本：バンジャール（集落）のリーダーと，ボラン

ティアの代表者の違いは何ですか？ 
 久利：各バンジャール（集落）からデサ（村）に伝

えて，デサから BPBD に連絡するということなのでは

ないですか？ 
 吉本：バンジャール（集落）のリーダーの情報を集

めているのが，ボランティアの代表ということですね． 
 イダバグース：はい．そうです．パスバヤが持って

いるラインのような SNS があり，それで情報発信をし

ています． 
 久利：ボランティアの代表と避難したデサ（村）の

リーダーは同じ人ですか？ 別の人ですか？ 
 イダバグース：同じです． 
 藤井：なるほど，同じということですか． 
 イダバグース：はい．すなわち，避難した 28 の村

の人達がボランティアとして活動しているということ

です．基本的に避難した人達がボランティアグループ

を作って，村を管理しています． 
 久利：ちょっと避難の話と違いますが，土石流で熱

くないラハールとは別に，熱い火砕流のことを呼ぶラ

ハーというような言葉がありますか？ 
 イダバグース：アワンバナスです． 
 久利：以前，ガイドにお話を聞いたとき，ラハール

にとても似た言葉で聞き分けられなかったのですが，

それは熱いから触ってはいけないというようなやり取

りをしたことがあるのですが…． 
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 吉本：ちゃんと質問してみましょう．火砕流か熱い

ラハールを表す現地の言葉がありますか？ 
 イダバグース：パスバヤの話に戻ってしまいますが，

今，人数を確認してもらったところ，運営委員のメン

バーが 100 人いて，デサ（村）のリーダーとバンジャ

ール（集落）のリーダーが含まれています．メンバー

全体では 275 人です．ときどきメンバーに入ったり，

抜けたりする人もいるので，その方達も含めると全部

で 700 人くらいになります． 
 久利：それはカランガサム県だけで 28 村ということ

ですね．ここからしか避難していないので，それでい

いということで納得しました． 
 イダバグース：昨日，訪問した避難所の近くに

PVMBG が持っている観測所があり，二人のパスバヤ

のボランティアがそこでの対応をしていて，何か情報

があった場合には，オーラリ（オーガニゼーション・

ラジオ・ローカル）と呼ばれるローカルコミュニケー

ションのためのラジオで情報を共有しました．また，

ラジオだけでなく，ラインのような SNS を使って

PVMBG からもらった情報は次々と転送します． 
 吉本：そのラジオの受信機は，すべての家庭にある

のですか？ 
 イダバグース：ラジオというよりウォーキートーキ

ーのような無線機です． 
 吉本：なるほど，そういうものですか？ というこ

とは一般の人々に伝えるのは SNS ということです

か？ 
 イダバグース：そうです．火砕流はアワンバナスで

す．溶岩はラバ，ラハールはラハールです． 
 久利：もしかしたら，バリの人だけ使っているのか

も知れないですね． 
 イダバグース：そうでもないです． 
 久利：何かが変化したのでしょうね． 
 イダバグース：火山灰はフジャナブです．特に変化

はないと思います．インドネシア語と同じです． 
 吉本：一般的な行政組織のことを教えてください．

デサはだいたいどれくらいの人数規模で，その行政職

員がどれくらいいるのでしょうか？ そして，その中

に防災担当がいるのでしょうか？ 
 イダバグース：カランガサム県には 75 のデサ（村）

があり，3 つの市があります．それぞれのデサにどれ

くらいのバンジャール（集落）があるかはバラバラな

ので一概には言えませんが，全体では 500 のバンジャ

ールがあります．デサの職員はデサのリーダーと秘書，

それと運営委員が 5 人います．その他にスタッフが 6
人から 8 人いますが，デサごとに違います．防災担当

のスタッフというのはいません．しかし，昨日，バリ

州の BPBD でもお話のあった災害に強い教育プログ

ラムを 7 つのデサではすでに実施していますので，そ

れらのデサに関しては，防災について詳しくなってい

ます．予算が限られているので，今はまだ７つのデサ

でしか実施していませんが，これから 75 全部のデサと

３つの市でも実施したいと考えています． 
 イダバグース：何か他の質問はありますか？ 
 石峯：観測所にも２人いて情報を出していたという

点に関して質問です．実際に噴火したときには住民も

自分で火山を見ていて，噴火が起きたのは分かると思

うのですが，それと BPBD から出される情報の時間間

隔について，住民はどのように感じていたのでしょう

か？ 例えば，日本では噴火後，1 時間もしくは 2 時

間かかって噴火したという発表があって，住民からは

「今さらか？」と言われたりしたことがあったのです

が，そのような状況はなかったのでしょうか？ つま

り，住民は BPBD の情報をすぐだと思っていたのか，

遅いと思っていたのかという点について，教えてくだ

さい． 
 藤井：それはすぐだと思いますよ． 
 石峯：すぐという答えなのかとは思いますが，確認

のため，お願いします． 
 藤井：観測所にリエゾンが２人いるのだから，早い

はずですよ． 
 イダバグース：従来は，２人のボランティアがいた

とは言え，BPBD が噴火のレベルを決めてから住民に

情報を出していたので，それを待つために時間がかか

っていました．しかし，最近は，実際に噴火レベルが

上がる前に「危険なコンディションになってきている

ので，噴火レベルがアワスになるかもしれません．準

備をしておいてください」という情報を連絡するよう

にしています． 
 石峯：アグン山の噴火ではユーチューブなどでリア

ルタイムのライブ感覚で中継していて，私たちも日本

で地震の波形と現場の映像を見ていたりもしていたの

ですが，避難していた地元の住民もそういったものか

らも情報を取っていたのでしょうか？ 
 イダバグース：今回の噴火で最初に噴火レベルをア

ワスに上げたときには，夜だったこともあって，住民

も写真等は撮っていませんでした．なぜなら，最初で

状況がよく分からなかった上，住民は避難の準備をし

ておらず，その上，1963 年の噴火のときの怖さも知っ

ていたということもあって，写真を撮る余裕がありま

せんでした．しかし，去年の 11 月の 2 回目のアワスの

ときには，皆，避難所に避難していて結構，落ち着い

ていたので，写真を撮ったりビデオを撮ったりしてい

たようです． 
 藤井：避難所にいる住民はインターネットにアクセ

スできるのでしょうか？ もしくは，携帯電話を利用
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するのでしょうか？ 
 イダバグース：はい．携帯電話のインターネットを

使っています．インターネットが使われていたことも

情報をすぐに発信できた要因です．最初のアワスと 2
回目のアワスのときには発電機なども用意されていた

ので，インターネットに関する設備的な問題はありま

せんでした．追加情報ですが，インターネットが噴火

時にも利用し続けられたのは，インドネシアの大手通

信会社であるテレコムセルと同国の主要電力会社であ

る PLN が連携して，噴火前の最初のアワスに際に，

カランガサム県のタナアンポという場所の避難所にテ

レコムセルの通信塔を移動させたからです．また，非

常に大規模な噴火が起きた場合の対応計画も現在，作

成中です．1963 年の噴火の際には，皆さんがさきほど

通ってきた橋も崩壊して，通れなくなってしまいまし

たが，同様の事態が発生した際の対応に関して，カラ

ンガサム県 BPBD，バリ州 BPBD，インドネシア政府

の BNPB，PVMBG そして大統領レベルでのミーティ

ングも行った計画です．その中で，橋が崩壊して道路

が通れなくなった場合には，仮設の橋を用意します．

それができない場合には，海上を船で避難することを

考えています．漁船や軍の船を手配してデンパサール

に避難した上で，場合によってはロンボクに避難しま

す．バリからロンボクに行く船を運行している会社も

連携してもらえるようにしてあります．どこの港から

避難するかということについても，いくつかの港を候

補に，現在，具体的な計画を作成中です．最悪のケー

スに備えての計画ということです． 
 イダバグース：さきほど質問のあった 75 のデサに

いくつぐらいのバンジャールがあるのかという件につ

いて，今，確認が取れました．75 デサに 554 のバンジ

ャールがあります．また，３つの市にはバンジャール

に相当するディンクガンと言われる組織が 52 ありま

す． 
 藤井：最初にアワスが発表されたときには，アワス

の状態が 35 日間ほど続いたようですが，その間に住民

が避難所から自宅に戻ってしまうというようなことは

なかったのでしょうか？ また，もしあったとすれば，

行政が避難所に連れ戻すというような処置を取ったの

でしょうか？ 
 イダバグース：それほど多くはありませんが，自宅

に帰った人もいました．本当は避難所に留まっていて

くださいと言われていて許可はでていませんでしたが，

こっそり秘密裏に帰っていました．彼らが自宅に帰っ

た主な理由は，自宅に家畜を残していたため，その世

話をしたことと，自宅に残した必要なものを取り出し

たということでした．ただし，子供や病人，お年寄り

はずっと避難所に留まっていました． 

 藤井：なぜ今の質問をしたかというと，日本で同じ

状況が発生した場合，一週間も避難をしていて噴火が

起きなかったら，住民はみんな自宅に帰りたいと言い

出すように思うからです．つまり，噴火が起きていな

いことは自分でも確認できて，安全だと自分達で判断

してしまって自宅に帰ることが多いため，アグン山で

はそのような問題がなかったのかを知りたかった次第

です． 
 イダバグース：自宅に帰った大きな理由が家畜を避

難させたい，もしくは家畜に餌をあげたいということ

でした．そのため，今回はすでに家畜の避難も完了し

ていますが，もし，次の機会に避難が必要になった場

合には，シアガの段階で家畜を避難させる方向で考え

ています．家畜を避難させるのはかなりの大仕事で，

一頭の牛を避難させるのに 4，5 人が協力する必要があ

ったからです．また，日本人と違い，バリ人が一週間

でも二週間でも静かに避難所で生活できたのかという

と，避難先の元々の住民が避難者に対して同情的に食

事の提供をしたからだと思います．確かに最初の二週

間ほどは避難所での問題が多く，食事等の物資が避難

所に届くのが遅れることもありました．それでも，バ

リ人は政府に対して不平を言うことはありません．静

かに食べ物を待っています．そのような中で，避難先

の住民からの食糧の提供があったことで，食事ができ

なくはなかったという状況が維持できたので，何とか

辛抱できたのだと思います． 
 藤井：一週間以上も噴火が起きなくても PVMBG が

アワスを維持し続けたときに，住民もしくはあなた自

身も，やはりまだ危険だと信じていられたのでしょう

か？ 日本だと，気象庁が警報を出して一週間も何も

起こらなければ「どうせ当たらない」と非難ごうごう

になることがありますが，そういうことはありません

か？ インドネシアでは，住民は PVMBG の発表が正

しいと信じて，何か起こるだろう，危険だから避難を

続けておこうと考えていたということなのでしょう

か？ 
 イダバグース：PVMBG の発表については住民は完

全に信じています．ただし，最初のアワスから 2 回目

のアワスまで 1 カ月ほどの時間がありましたが，カラ

ンガサム県の住民は通常通りの生活を維持できたとい

うことも要因になっていると思います．避難所でもい

ろいろな活動をすることができます．例えば，バンブ

ーからいろいろな食品を作ったり，魚を育てたり，ト

ウガラシ等の新しい植物を育てたり，バティク（染物）

やジャムを作ったり，インドネシアの漢方薬を作った

りということをたくさんやっていて，避難所でも楽し

く生活ができます．ただ朝起きて何もせず，というこ

とでなく，様々な活動ができる上，例えば，トイレや
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電気，ガス等の避難所の設備もしっかりと整備されて

いました．食事についても初期は行政や PMI が作って

配っていましたが，住民がだんだんと避難所生活に慣

れるにつれて，自分達で料理を作るようになりました．

それも味付けも自分達で調整できるような状態にでき

ていたのが，非常に良かったのだと思います．これら

の結果，避難所でも自分達の自宅にいるような雰囲気

を作ることができました． 
 藤井：最初のアワスから噴火がないままレベルを下

げましたが，そのときも住民らの PVMBG への信用は

損なわれずに「噴火がなくて良かったね」ということ

で警戒区域が縮小されたことを受け入れたのか，それ

とも「PVMBG は失敗したじゃないか」という不満が

あったのか，どっちなのでしょうか？ 
 イダバグース：まずは，昨日，皆さんが訪問したル

ンダンの避難所に関する追加情報ですが，行政が用意

したテントや支柱，ロープを使って避難者が自分達で

避難所を作ったというのが非常に良かったと思います．

自分達の好みに応じて，自分たちの避難住宅の間取り

を変えることができたので，住民自身がそこを自分達

の家だと感じることができました． 
 藤井：私のさきほどの質問への追加点としてもう一

つ，新聞やテレビで「アワスを出したのは間違いだっ

たのではないか」というような人達はいなかったのか，

という点も教えてください． 
 吉本：藤井先生の質問の背景として，日本の場合，

気象庁が警報を出して噴火が起きないと，予測に失敗

したと指摘するメディアや研究者が多いことがありま

す． 
 イダバグース：今まだ 1700人の避難者がいますが，

彼らが PVMBG に対して，うまくできていないという

ような不信感を持っていることはまったくありません．

逆に，PVMBG の発表には完全に従っています．最初

のアワスから 2 回目のアワスに至るまで PVMBG や

BPBD の発表に従い，PVMBG が「まだ避難所に残っ

ていてください」と言えば避難所に留まるし，「もう

帰っていいですよ」と言えば，それに応じて自宅に帰

ります．現時点では噴火は起きていませんが，今でも

避難している 1700 人は，自分の安全のためにやむを得

ないということを受け入れて，避難所で生活を続けて

います．避難している 1700 人の中には，もしかした

ら，最初のアワスのときに地震が多かったために，地

震が怖いので帰りたくないという人もいるかもしれま

せんし，自宅に帰る道が崩れて通行が困難になってい

るので，避難を続けているという人もいます． 
 藤井：マスコミの反応の方は，どうですか？ 
 イダバグース：マスコミも PVMBG を信頼していま

す．インドネシアのメディア全体として立場が弱く，

行政の発表は絶対その通り言わなければいけないとい

う感じです．その点，日本とは違うと思います． 
 吉本：少し話が変わりますが，我々もメラピ山周辺

で防災教育をしています．こちらでは大人向けの訓練

もやっているようですが，子供たちへの火山に関して

の教育はしていないように思います．まずは，そうい

った子供たちに火山の仕組みについて教えるとか，

CVGHMがやっている科学的な観測に基づいて科学的

に予測をしているということについて教える必要があ

ると思うのかという点について，所長の個人的な見解

でよいので教えていただけますでしょうか？ 
 イダバグース：カランガサム県 BPBD の教育長とし

ての個人的な意見ですが，大人の研修だけではなく，

子供向けの防災研修や科学講座など，本当はいろいろ

なことをやりたいという思いはあります．しかし，予

算が限られており，スタッフも少ないので，そこまで

は実施できていないのが現状です．そのため，もし，

あなた方のプロジェクトをはじめ，他の機関等からの

援助などがあれば，非常にありがたいです．本当に大

歓迎です．ぜひ，いつでもお越しになって，教育プロ

ジェクトを実施していただきたいと思います．実施す

るに当たっては，カランガサム県の知事にレターを作

り，知事に説明をする必要があります．その際には，

BPBD の局長が同席して，一緒に説明をすることもで

きますので，いつでもお待ちしています． 
 吉本：そこまで話が行ってしまいましたか… 
 杉安：別な質問を，もう一つ，よろしいでしょうか？ 

カランガサム州の BPBD としては，現在はアグン山の

火山噴火対応が最優先のミッションになっているとは

思いますが，噴火前のカランガサム州として最優先と

して取り組んできた災害は何でしょうか？ 例えば火

山だけでなく，地震や津波等もあると思いますが，ど

の災害への対応を重要視されてきたのでしょうか？ 
 イダバグース：この地域では雨季に頻繁に発生する

洪水が大きな問題となっています．ジャカルタのよう

な他の地域では，洪水というと，流れは弱い水に浸水

してしまうだけですが，この辺りの洪水は，アグン山

の西斜面でラハールを頻発させていた川から大量に流

れ込む雨水で引き起こされる激しい流れの洪水が発生

します．その次に問題となるのは，雨季の土砂崩れと

それによる倒木です．乾季には水不足や火事も問題に

なります．2012 年にはアグン山周辺で過去最大の山火

事が発生しました． 
 杉安：津波はそれほど重要視されていないというこ

とですか？ 
 イダバグース：そうですね．津波ほどの大きな被害

は出ませんが，高潮で海水が上昇して海辺の家が浸水

する被害が発生することはありますので，高潮は重要
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視しています． 
 石峯：バリ島内で津波避難に関する標識をたくさん

見たのですが，あの標識については地元の住民はあま

り気にしていないということですか？ 
 イダバグース：標識が多いのは，2015 年に津波に関

する避難訓練を実施した際に設置したからです．訓練

もしているように，当然ながら津波に関しても警戒し

なければいけないのは当然ですが，今は，やはりアグ

ン山が噴火しているということで，そちらに集中して

いるというのが現状です． 
 石峯：最後にもう一点，お聞きしたいのですが，今

も 1700 人が避難を続けていて，今後もまだ噴火の心

配があるということで，もしかしたら，もう 1 年間ほ

ど避難を続けなければいけないかもしれないという可

能性がある状況です．そのような状況で，避難してい

る住民は安全な地域に新しく丈夫な家を建てて引っ越

したいという希望が出てはいないのでしょうか？ も

し，あるとすれば，それに対して行政として，移住も

しくは移転の支援をするような方針または方策の計画

はあるのでしょうか？ 
 イダバグース：すいません．これを最後の質問にさ

せていただきます．現在，カランガサム県からバリ州

政府に依頼して，このような状態が続くようであれば

仮設住宅を作るべきということで計画を進めています．

この件については，バリ州も承認しており，現在，イ

ンドネシアの中央政府にも相談をしている段階です．

バリ州が持っている土地で準備を進めていますが，す

ぐに仮設住宅が完成させるというのは難しいので，今

後，少し時間をかけて，仮設住宅の建設を進めていき

ます．仮設住宅への入居を最優先させるのは，アグン

山の頂上から 4 キロから 6 キロの間の距離に自宅があ

る人々です．なぜなら，その区域の住宅被害が最もひ

どいからです．一つ問題になっているのは，おそらく

日本にも類似のことがあると思いますが，バリ人のヒ

ンドゥー教に関する精神的な問題です．バリでは，ず

っと昔から使っているお祈りの場所が自宅にあり，そ

れを移動させることに精神的に抵抗を感じる人がいま

す．しかし，安全面を考慮して，どうしても移住せざ

るを得ない状況にある場合には，説得して移住しても

らうべきだと考えています． 
 久利：今，最優先させる住民が 4 キロから 6 キロの

方とのお話がありましたが，4 キロよりも近くには住

んでいる住民がいないため，アグン山の最も近くに住

んでいるのが，4 キロから 6 キロの区域ということで

よろしいですか？ 
 イダバグース：すいません．最優先は頂上から 4 キ

ロまでです． 
 久利：頂上から 4 キロまでに住んでいる住民という

ことであれば，何人程度が対象になりますか？ 
 イダバグース：今，手元にデータがないので，確認

してみます．次の訪問先までは，ここから一時間ほど，

かかりますので，午後 1 時に約束しています．人数に

ついても，先方に，お知らせしてあります．少し動画

をお見せします． 
（一同：動画，視聴中） 
 イダバグース：パスバヤの住民です．ブサキ寺院も

映っています．1593 年に噴火した際の資料です． 
 藤井：16 世紀のもので，古文書があるということで

すね． 
 イダバグース：そうです．こちらは，現在，生き残

っている人達です．これば BNPD の局長です．ジョコ

ウィ大統領が来たときの映像です． 
 吉本：この動画はお譲りいただけませんか？ 
 イダバグース：まだ編集途中なので，今はお譲りで

きません．最終版が完成したら，お送りします． 
 吉本：まだ作成途中ということですね．ここで作っ

ているのですか？ 
 イダバグース：BNPB が作成しています．アグン山

の噴火による観光の被害が大きかったことも紹介して

います．こちらからも少し質問があります．インドネ

シアでは，シアガからアワスに警戒レベルを上げても

「火山に近づいてはいけない」という命令ではなく，

「行かないでください」という勧告という言い方しか

できないことになっていますが，日本ではどのように

なっていますか？ 
 藤井：日本では市町村のレベルで規制をかけて「行

ってはいけない」という言い方もできます．規制区域

に入ると，場合によっては逮捕されることもあります．

インドネシアでは，全面的に自己責任ということなの

ですね． 
 吉本：そのようですね．そのため，住民が勝手に規

制区域内に帰っても何も言われないのですね． 
 イダバグース：さきほどご質問のあったアグン山周

辺に住む住民の人数ですが，現在，分かるのは 4 キロ

から 6 キロの住民の人口で，それは 4 万 9485 人です． 
 久利：すごい人数ですね． 
 吉本：火口から 6 キロということですよね．4 キロ

より近くにはそれほど住んでいないということでしょ

うね． 
 イダバグース：家畜の避難しているときの様子です． 
 吉本：やはり避難には相当の時間が必要ですね． 
 イダバグース：家畜の移動にも車を利用します．2
回目のアワスのときには，朝のミーティングで避難の

決定をして，避難を実施しました．こちらのお土産を

お持ち帰りください．写真を撮りましょう．以前に鎌

倉市長らにも訪問していただき，車や傘をいただきま
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した． 
 
５．バリ州クルンクン県 BPBD 

訪問日時：2018年 3月 6日午後 3時-4時 

場所：バリ州クルンクン県 

対応者：ウィディアダ・クルンクン県 BPBD所長 

 
（以下，聞き取り内容） 

 ウィディアダ・クルンクン県 BPBD 所長（以下，ウ

ィディアダ）： 皆様，クルンクン県にようこそお越し

くださいました． 
 吉本：我々は，こちら側から，富士山科学研究所，

鹿児島大学，東北大学から来た火山の防災を研究して

いるメンバーです．日本でも活火山の近くにたくさん

の住民が暮らしており，噴火の際の避難について我々

も検討を続けています．今回は日本でもうまく避難を

実現できるように，最近のアグン山の噴火事例から勉

強をさせていただきたいと思い，訪問させていただき

ました．本日は，お忙しいところ，お時間を作ってい

ただき，ありがとうございます．今回の皆さんとの議

論を通じて，アグン山の噴火対応にもお役に立てるこ

とがあれば幸いと思っていますので，よろしくお願い

いたします． 
 ウィディアダ：まずは，皆様，ようこそ，お越しく

ださいました．私たちはクルンクン県の BPBD です．

アグン山はカランガサム県にあり，クルンクン県はア

グン山噴火の際の避難先となっています．アグン山が

噴火した場合には，噴火で発生するラハール等がクル

ンクン県にも到達することがあります．クルンクン県

にラハールが到達した場合には，13 の村の 5 万 4000
人が避難する必要があります．昨年 9 月にアグン山の

噴火警戒レベルがノーマルからワスパダ，ワスパダか

らシアガと最初に上げられた際には，カランガサム県

から 2 万 4000 人の住民がクルンクン県に避難しまし

た．避難者に対する対応は，クルンクン県の BPBD だ

けでなく，バリ州 BPBD，電力会社である PLN，水道

業者，PMI，軍，警察が協力して行いました．昨年 9
月から 6 カ月間，クルンクン県が避難先となっていま

したが，避難者のために県の予算を利用することがで

きませんでした．クルンクン県は受け入れ先であり，

カランガサム県の避難者に対応する費用はカランガサ

ム県の予算でまかなうことになっているからです．そ

のため，その 6 カ月間の費用に関しては，バリ州，イ

ンドネシアの中央政府，NGO 等から支援していただき

ました．例えば，当時の 2 万 4000 人の避難者のため

にはお米が一人当たり 1 日 0.4 キロ，必要でした．2
万 4000 をかけるとだいたい 10 トンとなります．この

10 トンのお米の費用をクルンクン県ではなく，バリ州

やインドネシア国民もしくは NGO が負担したという

ことです．お米以外にも，全体で 14 億ルピアの支援を

現金でいただきました．現金はお米以外のおかずや，

その他の必要物資の購入に充てました．避難者への対

応に関して，大きな問題は発生していません．最初に

ワスパダからシアガに警戒レベルが上がった 9 月には

2万4000人の避難者がいましたが，10月には1万8000
人に減少し，11 月には 3000 人となっていました．噴

火後，アワスになった後の 12 月と 1 月の避難者数は 1
万 1000 人でした． 
 ウィディアダ：バナナ揚げです．どうぞ，召し上が

りながらお聞きください．私もいただきます．私には

息子が二人いますが，彼らは今，勉強しています．彼

らは日本のことがとても好きで，日本語を勉強しなが

ら 3 週間ほど日本を旅行したことがあります． 
 藤井：息子さんはおいくつですか？ 
 ウィディアダ：21 歳です．今，観光学部で勉強をし

ています．夢は日本で雪を見ることだそうです． 
 藤井：雪ですか．富士山にくれれば，雪が見られま

す． 
 久利：仙台も雪がたくさん降ります． 
 ウィディアダ：さきほどの続きですが，昨年 9 月が

避難者は一番，多かったのですが，避難者が来る前に

クルンクン県 BPBD とクルンクン県庁と避難者対応

の準備のための会議を行いました．その会議の中で，

例えば，何が必要になるかとか，どこを避難先とする

のかということが話し合われていました．そのため，

避難者が避難する前から準備ができていました．特に，

クルンクン県の教育担当部署が避難時にも子供たちが

学校に行けるように準備をしていました．そのため，

避難後，1 週間には学校に通えるようになりました．

ここまでで何か質問はありますか？ 
 藤井：カランガサム県からクルンクン県に避難する

ということは，噴火が起こる前から分かっているわけ

ですよね．彼らの避難中に必要な費用をあらかじめカ

ランガサム県からクルンクン県に移しておくというこ

とはできないのでしょうか？ 
 ウィディアダ：カランガサム県から現金として直接，

提供されるということはありませんでしたが，お米や

電気もしくは石鹸等の日用品等の物資に関しては提供

していただきました．ガスは，プルタミナというイン

ドネシアのガス会社から支援をしていただきました． 
 藤井：ガス会社や電気会社が支援をするのは，災害

が起きた場合には支援を実施するというような協定を

あらかじめ結んでいるのでしょうか？ 
 ウィディアダ：特別な協定というものはありません．

しかし，インドネシア全体としての取り決めとして，

災害が発生した際にはどの組織が対応に参画しなけれ



70 
 

ばならないのかということが決められており，例えば，

さきほど話に出た教育部署や健康福祉関連部署，

BPBD 等が一緒に会議をして，どの程度の支援が必要

かを一緒に考えながら対応を行いました． 
 ウィディアダ：最初の会議の際に，カランガサム県

から何人くらいが避難するかや，どこを避難所にする

かを話し合いました．避難所に関しては，避難所がラ

ハールの被害を受けると避難者が再び避難する必要が

出て負担をかけるため，そのような事態になることを

避けられるようラハールのリスクまで考慮して場所を

決めました．そして，4000 人はクルンクン県のスポー

ツセンターのホールに避難しました．その他，用意し

た 15 のテントにも避難しました．それ以外の方々は，

クルンクン県の各バンジャールが持っている公民館に

避難しました．クルンクン県のトータルでは，43 のデ

サに避難しました．43 デサには 118 の避難所がありま

す． 
 久利：クルンクン県の中だけで 118 の避難所がある

ということですね． 
 石峯：公民館のイメージがよく分からないのですが，

日本のものと同様のものと考えてよろしいのでしょう

か？ 例えば，普段はどのようなことに利用している

施設なのでしょうか？ 
 ウィディアダ：昨日，見たルンダンの避難所にあっ

た子供が遊んでいて屋根だけの建物と同様のものです． 
 石峯：ということは，壁がないものですね． 
 ウィディアダ：はい，壁はありません．それは，普

段は文化的な行事に使われています．例えば，結婚式

やお葬式，ディンガルンガンと呼ばれるヒンドゥー教

のお祈り等に利用されます． 
 吉本：インドネシア語では何といいますか？ 
 ウィディアダ：バライバンジャールです．もし，実

物をご覧になりたければ，お連れいたします． 
 久利：クルンクン県のスポーツ施設は最大の避難所

となったということを報道で見ましたが，事前の打ち

合わせでそこに避難させようという話になった際には，

反対なく，すんなり決まったのかという状況と，そこ

を避難所に決めた理由を教えていただけませんでしょ

うか？ 
 ウィディアダ：すぐに決まりました．そこを避難所

に決めた最大の理由は，場所が広いということです．

その上，近くに小さい川があって，川をトイレとして

利用できることもありました．また，施設内にも 15
か所という多くのシャワー施設があったことも理由で

す．シャワー施設にトイレも一緒になっていますが，

それに加えて仮設トイレを 23 か所，設置しました． 
 久利：1963 年に移住した方々が避難所の運営の支援

をしていたということを報道で聞きましたが，実際に

そのような方がいたのでしょうか？ また，彼らが話

し合いに参加したり，事前調整を何かしていたりした

のでしょうか？ 
 ウィディアダ：アグン山が昨年，噴火する前にカラ

ンガサム県から先行してクルンクン県に避難してきた

5 家族がいましたが，彼らはミーティングに参加する

ということはありませんでした．彼らは 1963 年の噴

火の経験に基づいて，アグン山の噴火前に地震が増え

て「これならもう噴火するだろう」ということで，彼

らの近所にも噴火前に「噴火するから避難しましょう」

と呼び掛けたりもしていたようです．しかし，彼らの

情報は当初，クルンクン県のデータには避難者として

は含まれていませんでした．先行して避難した方々の

事例はそれだけです． 
 吉本：久利さんがお聞きしたかったのは，もっと前

の 1963 年の噴火の際にクルンクン県に移住した人々

がいたということで，彼らが避難所の支援をしていた

ということが報道されていたという点だったと思いま

す．その点については，いかがでしょうか？ 
 ウィディアダ：そういう事例は聞いたことはありま

せん．もしかしたら，ボランティアで活躍されていた

方々がいたのかも知れませんが，詳しくは聞いていま

せん． 
 吉本：参考まで，1963 年の噴火で移住してきた住民

がどれくらいいるかは把握されているのでしょうか？ 
 ウィディアダ：人数は把握していません．他の情報

ですが，避難後 1 カ月の 11 月には皆，普段の生活に戻

っていて，クルンクン県で農業をしたり，カランガサ

ム県の局長さんからも情報提供があったようなモノ作

りもしたりしていました．つまり，避難所では，ただ

寝るだけという生活をしていたわけではありません． 
 藤井：最初にアワスになった際に，局長さん自身は

いつごろ噴火すると思ったのでしょうか？ また，ア

ワスになって 1 カ月以上も噴火しなかったことに関し

ては，特におかしいというようなことは感じなかった

のでしょうか？ 
 ウィディアダ：特におかしいと思ったことはありま

せん．100％，完全に PVMBG の発表を信じていまし

た．いつごろ噴火するだろうということは，自分では

考えたことはありません．PVMBG が発表したステー

タスに合わせて活動するだけです． 
 藤井：ジャワ島のメラピ山では，頻繁に噴火をして

いて，しかも，アワスになって 1 日か 2 日で噴火をし

ます．バリ島のアグン山では警戒レベルのシステムが

できてから，今回が初めてのアワスの発表で心配にな

らなかったのかということをお聞きしたかったのです． 
 ウィディアダ：避難所に何カ月も避難していても何

ら問題に感じずに BPBD を信じていたのには，理由が
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あります．クルンクン県 BPBD が住民に伝えたことは，

「バリ州政府は避難者の安全を第一に考えて対策を決

めました．行政は絶対に嘘をつきません．皆さんを守

りたいから考えた結論です」ということです．そのこ

とで安心感，安全感が生まれたのだと思います．また，

1963 年のアグン山の噴火の話もしました．「1963 年の

噴火でたくさんの犠牲者が出たのは，あまり情報がな

かった上，行政の指示に従わなかったからです」とい

うことを何度も伝えて，皆さんに覚えていただくよう

にしました．もう一つの方法として，毎晩，開催され

るバリ州の伝統的なマスクの踊りを活用しました．こ

れには，日本の歌舞伎のようなナレーションが付いて

いるので，そのナレーションの方に協力していただい

て，避難の必要性を記憶してもらうために，アグン山

の噴火は危ないという話題を盛り込んでもらいました．

そういった伝統的な行事も活用して，住民の方々に覚

えていただくようにしていました． 
 吉本：それは，避難した後の対応ですね． 
 ウィディアダ：はい．避難後，毎晩，マスクの踊り

やガムランを実施して，そういう啓発活動をしました． 
 吉本：ストーリーを作ったのも避難後ですか？ 
 ウィディアダ：はい．ストーリーはちゃんとしたも

のを全部，作ったのではなく，もともとストーリーが

あったものに啓発的な部分を追加しました． 
 吉本：そこの人達で，即席で作ったということです

ね． 
 ウィディアダ：はい． 
 石峯：避難する前や避難した後に，PVMBG は 3 カ

月くらいは避難することになりそうだというような情

報は前もって知らせていたのでしょうか？ また，住

民やBPBDは 3カ月くらいは避難することにはなりそ

うだということは認識していたのでしょうか？ すな

わち，もしかしたら，1 週間くらいで帰れるつもりで

避難していたかもしれないと思いますが，実際にはも

っと長く避難することになったので，それを住民は最

初から予想できていたのかということを知りたいとい

うことです． 
 ウィディアダ：そこまでは伝えていませんでした．

PVMBG が発表したのは，単に今は，アワスの状態で

あるということです．いつまでアワスの状態が続くの

かは分からないということも，正直に発表していまし

た．いつごろ噴火するかは誰にも分からないし，

PVMBG は技術的には観測をすることしかできないと

うことも住民や BPBD に分かってもらうようにして

いました．そして，「今はシアガなので，いつ噴火する

か分からないので，とりあえず皆さん避難してくださ

い」と発表していました．しかし，噴火がいつになる

かはコメントしていませんでした． 

 杉安：クルンクン県 BPBD のスタッフの人数は何人

でしょうか？ また，今回のアグン山の噴火の後に災

害対応のために臨時に増員したのでしょうか？ その

点について，教えてください． 
 ウィディアダ：ここには 35 人のスタッフがいます．

それは，噴火前も噴火の最中も噴火後も変わっていま

せん．なぜ同じ人数うで大丈夫だったかというと，さ

きほども話に出た教育担当部署や健康福祉関連部署，

PMI，水道業者等の組織がそれぞれの役割に応じて活

動を行っていたため，人員の補充をする必要がなかっ

たからです．BPBD は様々な組織の調整を行い，リー

ダーとして全体の方向性を示すだけでした． 
 杉安：逆にここの BPBD のスタッフが他のエリアの

BPBD の支援に職員を派遣するようなことはあったの

でしょうか？ 
 ウィディアダ：はい．そういった支援も行っていま

す．皆さんが明日，訪問するバンリ県で 2 年前に犠牲

者が出た土砂崩れが発生した際には，被災者支援にク

ルンクン県 BPBD からも応援に行きました．昨年から

のアグン山の噴火対応では，バドゥン県とタバナン県

BPBD のスタッフにも手伝っていただきました． 
 吉本：２つの県のスタッフがこちらに応援に来たと

いうことですか？ 
 ウィディアダ：はい．応援に来てくれるだけでなく，

弁当も追加で用意していただきました．バリ州全体で

BPBD のスタッフや物資のやりとり等の調整もうまく

いっているのですが，その方法としては，クルンクン

県でテントが 10 枚必要な場合には，バリ州の BPBD
に依頼するのではなく，直接，バンリ県やタバナン県

に依頼します．その方が対応が早くできるからです．

基本的に，バリ州の BPBD が各 BPBD でお互い臨機

応変に協力してくださいという方針を出したので，そ

れぞれが独自に調整していました． 
 吉本：助っ人，すなわち応援に来てくださった隣県

BPBD のスタッフは，避難が始まるのと同時にすぐに

こちらに到着したのでしょうか？ それとも，ちょっ

と時間が経ってから来たということだったのでしょう

か？ すなわち，アグン山の噴火警戒レベルが上がり

始めたときに，避難が始まったらすぐに応援に参集す

るというような取り決めになっていたのか，それとも，

住民が避難した後に調整したということだったのでし

ょうか？ 
 ウィディアダ：今の質問にお答えする前に，少し別

なお話をさせていただきます．カランガサム県から避

難する人数は，インドネシア防災局 BNPB から全体で

約 8万人という情報が入っており，そのうち，1万 5000
人がクルンクン県に避難する予定ということも事前に

分かっていました．そのため，その情報が入った後に
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クルンクン県 BPBD 局長から，バドゥン県やタバナン

県の BPBD に「我々はテントが足りません．応援もお

願いします」と依頼していました．その結果，応援に

は 2 回来ていただきました．すなわち，応援は避難が

実施される前に，テントを持ってスタッフ来ていただ

き，テントの設営をしました．さらには，避難が実施

された後にも避難者対応の応援にも来ていただきまし

た． 
 吉本：BNPB から「クルンクン県で何人を受け入れ

てください」という依頼があったのは，いつの時点な

のでしょうか？ 噴火の警戒が始まってからでしょう

か？ 日時でもよいのですが，アグン山では噴火前か

ら，そのような避難の対応が決定されていたというこ

とでしょうか？ 
 ウィディアダ：BNPB からの連絡があったのは，9
月 14 日です． 
 吉本：しっかりと覚えていらっしゃるのですね． 
 ウィディアダ：はい．それは，警戒レベルがノーマ

ルからワスパダに上がったときです． 
 吉本：その時点ですでに BNPB から伝えられたとい

うことですね．早いですね． 
 石峯：ちょっと違った話題に関する質問ですが，避

難生活をしていると，水が汚れているなどの普段とは

異なる環境のために，胃腸炎でお腹を壊したり，下痢

をしたりということがあると思います．また，インフ

ルエンザやデング熱などの感染症がはやるなど，平常

とは異なる病気が多くなることがあると思いますが，

今回のアグン山の噴火では，避難所で特に問題になっ

たような病気は何かありましたか？ 
 ウィディアダ：避難所生活の中では，大きな問題に

なるような病気はありませんでした．ただし，咳や熱，

鼻水が出るなどの軽い症状のものはありました．大き

な病気ということであれば，避難所に避難してから罹

患したものではなく，がんや体の一部に麻痺がある方

など，もともと病気だった方はいました．そういった

方は避難所には避難せずに病院に移動してもらいまし

たが，残念ながら体調を崩して亡くなってしまうこと

もありました． 
 石峯：火山噴火では，火山灰で咳が出たり，呼吸器

の病気になったりということがありえると思いますが，

アグン山でも実際にそういうことがありましたか？ 

また，避難者が火山灰による健康被害を心配してマス

クをすることがあったのかについても併せて教えてく

ださい． 
 ウィディアダ：アグン山の火山灰がクルンクン県に

まで達したのは避難後に一度だけです．避難する前に

はありませんでした．避難所にいる間，住民はできる

だけマスクをするようにしていました．3 万枚のマス

クを用意して，避難者に配布しました． 
 久利：配布したマスクは火山灰用ですか？ それと

も感染症対策としてのものなのでしょうか？ 
 ウィディアダ：そのマスクは火山灰対策用です．日

時は忘れましたが，9 月のある日曜日の朝に火山灰が

降ったことがあり，そのときはクルンクン県 BPBD に

マスクを取りに行って，避難者に配布しました． 
 石峯：実際に，避難者は皆，マスクを着用していた

のですか？ 
 ウィディアダ：はい．皆さん，着用していました．

BPBD のスタッフが「マスクを着けてください．火山

灰は危ないですよ」と呼び掛けて，それに応じて皆さ

ん，着用していました． 
 石峯：結果的に呼吸器の病気にかかる方が実際には

出なかったということですか？ 
 ウィディアダ：ありませんでした． 
 吉本：9 月ですか？ 9 月には噴火は起きていないの

ではないですか？ 
 久利：11 月 25 日から連続噴火が始まって，デンパ

サールの空港が閉鎖になったのは 11 月末だったはず

です． 
 吉本：日時を確かめていただけますか？ 
 ウィディアダ：よく覚えていません．記憶している

のは，飛行機がまったく飛んでいなかったということ

だけです． 
 久利：それならば 11 月ですね． 
 ウィディアダ：火山灰が降る前から，火山灰対策に

関する情報は流していました．上着，帽子，ゴーグル，

マスクをぜひ着用してくださいということを事前にお

知らせしていました．そのため，火山灰が降ってきた

ときには皆，準備をしていた上，火山灰が降っていた

のが 3 時間程度と，それほど長くなかったので，特に

問題は起きませんでした． 
 久利：さきほど見た PMI のポスターですね． 
 石峯：あのポスターにはすごいガスマスクが載って

いましたけどね．火山灰に対しては，そういった対策

をしてくださいという情報提供はしていたということ

ですが，それ以外の火砕流や溶岩流に関しても，どの

ような現象で被害が出そうだというような情報はこち

らから流していたのでしょうか？ 
 藤井：避難先では，そういう被害は出ないのではな

いですか？ 
 石峯：被害が出る可能性として，火山灰に関する情

報だけを流していたのかを知りたいということなので

すが…． 
 久利：しかし，この辺りだと噴石も届かないので心

配はなさそうですよね．他の現象としては，ラハール

が危険だということは皆，認識していて，それに基づ



73 
 

いてラハールの来ない場所に避難所も決めていたとい

うお話だったかと思いますよ． 
 石峯：それでは，避難したときに自宅周辺ではどう

いう現象が危険だから避難するように言われたのか教

えていただけますでしょうか？ すなわち，噴火が起

きそうなときに，単純に「噴火だから逃げなさい」と

だけ住民は知らされていたのか，それとも，自分の家

がラハールで流される危険性があるから逃げてくださ

いとか火砕流が来るから逃げてください等と言われて

いたのでしょうか？ 
 ウィディアダ：特にどういうハザードのポテンシャ

ルがあるという情報は提供されていなかったようです．

単純に「これから噴火します」ということで避難勧告

が出ました．9 月 18 日にワスパダからシアガに噴火警

戒レベルが上げられたときに，500 世帯がすでに避難

しました．そのときには，PVMBG が事前に決められ

たステータスを発表しただけです．「火砕流が危ない

から逃げてください」というような情報はありません

でした．「シアガになったので，準備して避難してく

ださい」というだけです．9 月 22 日にシアガからアワ

スに警戒レベルが上げられたときには，警戒区域が 12
キロに広がり，ほとんどの住民は各自で避難したとい

う状況です．他に何か質問はありますか？ どんどん

質問してください． 
 吉本：さきほどと同様の質問なのですが，火山噴火

の科学的な知識に関する啓発活動についての局長さん

ご自身の個人的な考えについて教えていただきたいと

思います．大人向けの防災研修はやっているとは思い

ますが，火山噴火に関する科学的な知識や CVGHM が

実施している科学的な観測に基づいて情報発信がなさ

れていることの背景に関する，特に子供たちを対象に

した啓発活動について，まずは，そういった教育がな

されているかということについて教えてください．そ

の上で，もし，そういった教育がなされていなければ，

局長さん自身として必要だと感じるかについて，教え

てください． 
 ウィディアダ：まず，学校での子供向けの研修とい

うものは，やったことはありません．メラピ火山でも

やっていたような避難訓練や防災研修であれば実施し

たことはありますが，科学的な講義はやったことはあ

りません．もし，そういった研修があるのであれば，

ぜひ，こちらでやっていただきたいです．大歓迎です

ので，ぜひ，やっていただきたいと思います．非常に

ありがたいです．ちょうど今月，クルンクン県の小学

校から高校生までの子供達を対象にして津波と火山噴

火の訓練を行う予定です．そのときに皆様のやってき

たことを教えていただけると，とてもありがたいです． 
 吉本：今月ですか？ ちょっと急すぎですね．ちな

みに，その訓練は，どこの主催で実施しますか？ 
 ウィディアダ：クルンクン県の BPBD です． 
 吉本：訓練の研究内容や教材は，バリ州の BPBD の

訓練で使っていたものを用いるということですか？ 
 ウィディアダ：はい．バリ州の BPBD の教材を使っ

て実施します． 
 久利：そのバリ州の教材は，いつ頃，作成したもの

ですか？ 
 ウィディアダ：作成時期は分かりません．BNPB や

バリ州の BPBD の教材だけでなく，グーグル等，イン

ターネットで得た情報も織り交ぜて教える予定です．

もし皆様の教材をご提供いただいて教えることが可能

であれば，そうさせていただきたいと思います． 
 吉本：そうですか（苦笑）．今回のアグン山の噴火対

応では，火山局の情報を信頼して，非常にスムーズな

避難が実施できていると思いますが，火山噴火で起き

る現象がどういうもので，火山灰がどういうものなの

か，どういう危険があるのかというような細かいとこ

ろまで知りたいと住民は考えているのでしょうか？ 
 ウィディアダ：詳細は分かりませんが，クルンクン

県やカランガサム県の住民は，もしかしたら火山につ

いて勉強したくないと思っているかも知れません．し

かし，私個人的な意見としては，勉強したくなくても，

ラハールや火砕流のハザードについては細かく教える

必要があると思います．なぜかというと，彼らは避難

所から自宅に戻ることがあるかも知れませんが，危険

なときには戻らないように繰り返し知らせる必要があ

ると思います．例えば，昨年 9 月には，避難後に避難

所で何か月か生活している間に，火山の噴火がなぜ危

険かを勉強していただきました．その中で，火砕流が

700℃から 1500℃に達する高温で，巻き込まれてしま

うと体が完全になくなってしまうということも頻繁に

教えて，怖い現象だという認識を持ってもらうように

して，安易に戻らないようにしていただきました． 
 杉安：違う話題になります．おそらくはいないとは

思いますが，クルンクン県に避難した方々の中に，家

畜などの動物を連れて避難した方々はいらっしゃいま

すか？ それと，家畜を連れて避難してきた場合に受

け入れ可能な避難所はありますか？ 
 ウィディアダ：ありますよ．サン・デサとダワン・

デサに家畜のための避難所があります．クサンブ・デ

サ，ゲゲル・デサにもあります． 
 杉安：ということは，家畜を連れて避難している方々

がいるということですね． 
 ウィディアダ：はい．総数で 300 頭ほどの家畜が避

難しています．牛，豚，馬，山羊が避難しています．

他に質問はありますか？ 
 杉安：さきほどの BPBD でも質問したのですが，火
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山災害以外で，こちらの BPBD で重要視している自然

災害は何でしょうか？ 
 ウィディアダ：土砂崩れ，防風，火事，津波，高潮

を重要しています．他に何か質問はありますか？ も

し他に何も質問がなければ，これから避難所になった

公民館をご案内します． 
 吉本：局長さんの説明が非常によく整理されていて，

分かりやすかったです． 
 

６．バリ州バンリ県 BPBD 

訪問日時：2018年 3月 7日午前 11時-12時 30分 

場所：バリ州バンリ県 

対応者：総務部長，アグス氏，クトー氏，ウィダワン

氏 

 

（以下，聞き取り内容） 

 総務部長：皆様，おはようございます．まずは，皆

様，ようこそ，お越しくださいました．本日は局長が

参加できず，大変，申し訳ありませんが，総務部長の

私が対応させていただきます．本日の出席者をご説明

いたします．アグスさんは物資と緊急対応の担当です．

クト―さんは防災担当です．もう一人，担当がいるの

ですが別の会議に対応しているので，まずは三人で対

応させていただきます．あらためて，本日，皆様が無

事，健康に，ここまでいらっしゃっていただけたこと

を神様に感謝します．また，わざわざ遠い日本からバ

ンリ県までお越しいただき，ありがとうございます．

これからの私達の対応に良くないところがあるようで

あれば申し訳ないですが，よろしくお願いいたします． 
 アグス：バンリ県には 4 つの郡があります．バリ州

の中で唯一，海がない県ですが，バツール火山と湖を

有する県です．海がないため津波災害はありませんが，

火山の近くにあり土砂崩れ災害はあります．2012 年と

2017 年にはキンタマーニ地域で土砂崩れが起きまし

た．2012 年には 9 人が死亡し，2017 年には 13 人が死

亡し，7 人が負傷しました．その際，インフラや道路，

農地，祈祷所，家も被害を受けました．最も身近な災

害はバツール火山の近くで発生するものです．バツー

ル火山の標高は 1700m ほどで，アグン山と比較すると

そこまで活動していませんが，バツール火山による災

害も十分に考えられます．バツール火山に関しては，

これから，もし時間があれば，ミュージアムにお連れ

したいと思います．そこには噴火の歴史等も展示され

ていますので，ぜひ，ご覧ください． 
 アグス：こちらの BPBD は 2012 年に設立されまし

た．次の年である 2014 年に土砂崩れに対する対策を

策定しました．その次の年である 2015 年には火山対

策の計画を立てました．計画作成の際には，健康福祉

部や警察，軍等の機関と協力しました．災害対策の計

画はこれらのように二つの本にまとめました．一つは

こちらの土砂崩れに関するものです．もう一つはバツ

ール火山の噴火災害に関するものです．そちらは県に

貸しているため，現在はこちらにはありません．災害

発生時には，この本に書かれている災害軽減のための

役割に基づいて，それぞれの機関が活動しました．

2011 年から毎年，４つある郡でそれぞれ 1 回ずつ，す

なわち県全体では年に 4 回，防災研修を実施していま

す．防災研修は成人向けのものですが，各郡のリーダ

ーもしくはその代理を集めて，防災について勉強をし

ています．内容は防災訓練や避難演習で，避難所や避

難ルートを決め，避難ルートの標識の制作もします．

防災研修にはバンリ県の住民は積極的に参加していま

す．なぜなら，BPBD のスタッフと住民が普段から触

れ合う機会が多いからです．ただ近くに住んでいて友

達になるというだけでなく，災害時や避難する時だけ

でなく，普段から“What’s up?”の SNS 等で毎日，

情報のやりとりをするようにしているからです．その

ため，信頼関係が構築されて，防災研修にも参加して

もらえるようになりました．バンリ県はアグン山の頂

上から 15 キロほど離れています．昨年 9 月 27 日にバ

ンリ県にも火山灰が飛散してきたので，そのときには，

バンリ県内の 4 つの郡の住民にマスクを配りました．

そのマスクはバンリ県の BPBD が用意したものだけ

でなく，BNPB やバリ州の BPBD，PMI からも提供し

ていただきました．総数で 2 万枚のマスクを配りまし

た． 
 藤井：9 月ですか？ 
 アグス：はい．9 月 27 日です． 
 久利：27 日？ それは噴火したときですか？ それ

とも避難したときですか？ 11 月の 25，26，27 日に

噴火して，26，27 日の噴火が大きかったはずです．9
月には噴火していないと思いますが？ 
 アグス：記憶があいまいでしたが，11 月ですね． 
 久利：11 月ですね． 
 総務部長：何か質問はございますか？ 
 吉本：基本的なことを教えてほしいのですが，バン

リ県の人口と，バンリ県 BPBD のスタッフの数はどの

程度でしょうか？ 
 杉安：アグン山の噴火の前後で BPBD のスタッフを

増員したのかどうかについても教えてください． 
 アグス：バンリ県 BPBD のスタッフの数は 19 人で

す．バンリ県の人口は約 20 万人です． 
 吉本：BPBD のスタッフは皆，常勤ですか？ 
 アグス：すべて含めて 19 人です．一人は契約職員で

す．ボランティアは含んでいません．他に質問はあり

ませんか？ 
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 久利：どの段階でカランガサム県から避難者が移動

してくるということが分かったのでしょうか？ そし

て，実際にいつ移動してきたのでしょうか？ 
 アグス：シアガからアワスに噴火警戒レベルが上が

った昨年 9 月 22 日の午後 8 時にはカランガサム県か

らこちらに住民らが避難してきました．22 日から 25
日の間に避難してきた避難者の総数は 6312 人です．

そのほとんどは個人で避難してきました． 
 久利：個人でということは，バンジャール単位では

なく，ばらばらにということですね． 
 藤井：避難先はホテルか何かですか？ 
 アグス：話が少し前に戻ってしまいますが，9 月 19
日のまだ噴火警戒レベルがシアガの段階で，BNPB，

バリ州BPBD，カランガサム県BPBD，バンリ県BPBD，

クルンクン県 BPBD，ブレレン県 BPBD が集まって会

議を開きました．そこで，アグン山噴火に備えた避難

計画を作成しました．その中で，カランガサム県，ク

ルンクン県，ブレレン県が避難先として決まりました． 
 久利：ブレレン県とバンリ県ですね？ 
 藤井：噴火で避難する地域ということではないので

すか？ 
 久利：避難先ですよね．カランガサム県から避難す

るのが，ブレレン県，バンリ県，クルンクン県という

ことですね． 
 アグス：バンリ県は関係ありません．カランガサム

県，クルンクン県，ブレレン県の三つだけが避難先に

決まり，バンリ県はその際は避難先とはなっていませ

んでした．しかし，バンリ県は被災地に近いため，バ

ンリ県に近いカランガサム県に住む住民が個人でこち

らに避難してしまいました．その総数が 6312 人です．

彼らはバンリ県の 72 のデサに避難しました． 
 久利：バンリ県への個人の避難者が多いのは，避難

者の親戚がバンリ県に多いとか，1963 年に移住してき

たカランガサム県出身者が多いなどの理由が何かあり

ますか？ 
 アグス：まずは親族のところに避難した人はいます．

1963 年の噴火で移住したという方々がいるかは把握

していませんが，カランガサム県の住民の中には家族

が当時の噴火を経験した人達がいて，その経験者の判

断で，夜だけ近隣のバンリ県に避難して，昼は自宅に

帰って農作業などをするという生活をしていました．

そのような状態は 11 月までです．噴火が起きた 11 月

以降は昼間も自宅には戻らず，避難所に滞在していま

す．最初の計画ではバンリ県は避難先に指定されてい

ませんでしたが，それは実際の状態とまったく異なっ

ていたのですが，カランガサム県知事が，バリ州にあ

るすべての県，すなわちバンリ県だけでなくタバナン

県やデンパサール県などにカランガサム県の避難者を

受け入れてもらえるよう依頼状を送りました．バンリ

県としても，依頼状を受け取る前から可能な限りの対

応を避難者に対して実施しました． 
 久利：避難者受け入れの事前計画がなかったことで，

避難物資の準備等がどれくらい大変だったというよう

なお話はありますか？ 
 アグス：カランガサム県からバンリ県に約 6000 人

が避難してしまって対応が大変でした．個々人が本来，

避難所になっていないバンリ県内にあるバライ・バン

ジャールという集落に避難してしまったのですが，周

りの方々は，バリ人の気質として受け入れてしまいま

した．しかし，行政はその周辺を避難地域とみなして

いなかったので，あまり快く思っていませんでした．

とは言え，避難者数がピークになった 9 月 25 日には

6000 人に達したため，その地域の 5 か所を避難所とし

て指定しました． 
 石峯：その避難所というのは，昨日，見せていただ

いたような公民館のようなところですか？ 
 アグス：公民館の他，インターナショナルスクール

の小学校や県の研修施設も指定しました．ただし，実

際は，2 カ所だけで避難者を十分，収容できました．

その 2 カ所というのは今，お話したインターナショナ

ルスクールと研修施設です．インターナショナルスク

ールを利用したのは，そのスクールが広い上，建物の

一部はまだ使われていなかったためです．その建物を

避難所として利用した上で，敷地内に仮設の避難所も

建てました． 
 石峯：建物を使っていなかったというのは，新しく

作ったばかりだったということですか？ 
 アグス：いいえ．2008 年に建てられましたが，かな

り広く利用していなかった部分があったということで

す．時間があれば後ほど見ていただけると思います．

ちょうどミュージアムに行く道の途中です．こちらの

ウィダワンさんが支援物資の担当なので，当日もロジ

スティックの担当をしました．バンリ県で 6000 人の

避難者の対応をするのは初めてでしたので，非常に大

変でした．特に，最初のうちは，避難所として利用す

ることが想定されていなかったので，予算もありませ

んでした．そのため，バンリ県の知事が地元自治体の

公務員に対して，義援金の寄付を呼びかけ，資金を集

めました．一人当たりの寄付金の金額は決まってなく，

各人の気持ちでということで集めました．その集まっ

た資金で，物資の調達をしました．主に，お米とおか

ずです． 
 ウィダワン：集まった義援金の総額は 5 億ルピアで

す．その資金で食事などの基本的な物資を調達しまし

た．その後，バンリ県の BPBD が義援金振込用の口座

を銀行に開設し，そこにいろいろな方々から寄付をし
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ていただき，その総額は 3 億ルピアになりました．す

なわち，合計で 8 億ルピアです．最初の 5 億ルピアに

関しては，銀行の口座を作る前に，公務員の給料から

直接，天引きして税金のような形で集めました． 
 藤井：ちょっと質問してよろしいでしょうか？ バ

ンリ県ではこのような緊急事態に備えて，通常の予算

と別に予備費のようなものは準備していないのでしょ

うか？ 
 ウィダワン：予備費に関しては，さきほどお話しし

た 2017 年 2 月の土砂崩れ対応で使ってしまい残金が

なかったので，義援金という方法を取りました． 
 藤井：日本の場合，一週間分程度の食事は市町村で

ストックしておくのですが，インドネシアでは用意し

ておかないのが普通なのでしょうか？ 
 ウィダワン：そうですね．バンリ県でも福祉部で用

意はしてありますが，その備蓄が少なかったため，足

りなくなりました． 
 藤井：はい，分かりました． 
 吉本：福祉部では何人分ぐらいの備蓄をしていたの

でしょうか？ 6000 人分には足りなかったというこ

とであれば，土砂災害等を想定して数百人分もしくは

数十人程度を備蓄していたということなのでしょう

か？  
 ウィダワン：お米に関しては 100 トンと結構，大量

に備蓄していました．そのため，お米に関してはそれ

ほど問題にならなかったのですが，それ以外のおかず

や基本的な物資に関しては足りませんでした．福祉部

では日常生活に利用する物資をそろえたファミリーキ

ットというものを 100 人分しか準備していませんでし

た． 
 藤井：さきほどお話のあった義援金について，個人

ごとに寄付額は異なるとは思いますが，一人当たりお

およそ，いくらぐらいを寄付したのかを知りたいので

すが？ 
 ウィダワン：寄付額は公務員の地位によっても異な

りますが，比較的，高い地位では，おおよそ 5000 円

ぐらいです．公務員の数は約 4000 人います． 
 藤井：寄付するのは嫌だという人はいませんでした

か？ 
 ウィダワン：もしかしたら嫌だと思った人はいるか

もしれませんが，緊急時で「どうしても」という県知

事からの指示だったので仕方がないことと受け止めて

いたと思います．現時点では避難者は全員，自宅に帰

っています．しかし，もしかしたら再び噴火する可能

性があるので，支援物資の中で使わずに残ってしまっ

たものは備蓄しています． 
 久利：少し話を変えてもよろしいでしょうか？ バ

ンリ県はブサキ寺院やバツール火山など，バリ島の中

でも観光で有名な地域が多いのですが，アグン山にも

比較的，近いので，噴火による観光へのダメージもあ

ったと思います．その対策は何かされたのでしょう

か？ 
 ウィダワン：やはりバンリ県にも観光のダメージが

あり，観光客がいなくなってしまいました．しかし，

バンリ県独自で対策したのではなく，バリ州全体で対

策を実施しました．例えば，テレビやインターネット

等のメディアを使って，バリ島の中ではアグン山から

10 キロ以内は危険ですが，それ以外の地域は安全だと

いうことを広報しました．その結果，観光客には少し

ずつ来ていただけるようになりました． 
 久利：もう一つ違う話の質問をさせていただきます．

バンリ県では防災教育をずっと実施していたというこ

とですが，それは特にバツール火山の噴火を想定した

ものなのでしょうか？ また，バツール火山では 2000
年と 2001 年に小さな噴火が起きたと聞いているので

すが，バンリ県で火山のことを勉強しようとしたり，

防災教育を実施しようとしたりしている方々は，バン

リ県の防災プログラムが始まる前からたくさんいたの

でしょうか？ それともプログラムが始まってから少

しずつ増えてきたということなのでしょうか？ 
 ウィダワン：BPBD ができた 2012 年から防災研修

を頻繁に実施してきましたが，特にバツール火山に関

して詳細に教えたというわけではなく，火山全般に関

する教育をしました．学校では教育を始めたのは 2015
年からです．今のところ，主に中学校を対象にしてい

ます．研修の内容としては，災害とは何かという全般

的な話題です．例えば，火山災害ではどのように対応

すべきか，土砂災害ではどのように対応すべきかとい

った，それぞれの災害における対応方法の教育や避難

訓練を実施しています．それが中学校における研修で

すが，それとは別にデサ（集落）レベルでの研修も実

施しています． 
 久利：デサレベルの研修というのは，さきほどお話

があった防災リーダーに関するものですか？ 
 ウィダワン：防災リーダーもそうですが，それとは

別に，バンリ県だけでなくバリ州全体で村ごとに文化

的・伝統的な手法で地域の安全を守る担当がいるので，

その方々を対象にした研修も行っています．伝統的な

安全確保担当は，ガルンダンやニッピなどバリ島で開

催される様々な祭事の際に警備を担当しています．ま

た，彼らだけがクントンガンを鳴らすのも許されてい

ます．ほかの人にはクントンガンを鳴らすことはでき

ません．宗教的な警備員・ガーディアンのような存在

です． 
 久利：地域防災担当者にいわゆる近代的な手法の担

当者と，伝統的・宗教的な担当者と二人いて，クント
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ンガンをたたいていいのは後者だけということですね．

そのため，ちゃんと両方に研修を実施するということ

ですね． 
 ウィダワン：はい，そうです．また，バリの文化と

して，各バンジャールにクントンガンがあります．ク

ントンガンの鳴らし方で意味が異なります．3 回鳴ら

したら「集まってください」という意味です．緊急事

態のときには，たくさん鳴らします．これは，ずっと

昔からの伝達手段です．また，インドネシア全体の問

題ですが，地震や火山を研究する PVMBG のような機

関はありますが，土砂崩れなどのそれ以外の災害を詳

細に研究する機関がないので，それらの情報を集める

のがバンリ県のような地方の行政としては大変です．

そのため，バンリ県で研修を行う際にも伝統的な方法

を採用しています．その中でクントンガンも活用する

ことになっています．他に何か質問はありますか？ 
 杉安：バンリ県での家畜の避難状況を教えていただ

きたいのですが，家畜を連れて避難した方がいたので

しょうか？ また，家畜が避難した場合に受け入れら

れる場所はあるのでしょうか？ 
 ウィダワン：家畜が避難した事例はあります．バン

リ県では行政の家畜部で対応しました．避難場所と餌

も家畜部で用意しました．牛 50 頭の他，山羊，鶏，豚

を含めて合計で 300 頭程度の家畜が避難しました．他

の県にもありますが，バンリ県にも家畜の市場がある

ので，そこを家畜の避難所に利用しました．普段は，

家畜の売り買いをしている場所です．他には何か質問

がありますでしょうか？ 
 杉安：避難計画の冊子はこちらにあるのは土砂崩れ

版だけで，火山噴火版は貸し出されているということ

ですが，この内容は PDF ファイル等でこちらの BPBD
のインターネットのホームページで公開されてはいら

っしゃいませんか？ 
 総務部長：その冊子はバンリ県で作成したものでは

なく，バリ州の BPBD で作成したものです．そのため，

そちらに問い合わせをしていただいた方が早いと思い

ます．もしも他に質問がなければ，そろそろ終了とさ

せていただきます． 
 石峯：一点，よろしいでしょうか？ バンリ県は場

所的にはアグン山に近いと思いますが，最初の会議の

段階では，避難先と想定されていなかったのでは，な

ぜでしょうか？  
 アグス：我々としても，なぜ避難先に指定されなか

ったのか分かりません．もしかしたら，カランガサム

県の BPBD 側等で理由があったのかも知れませんが，

我々は把握していません．今後，噴火警戒レベルがノ

ーマルに戻った際には，アグン山の避難対応の反省会

を行うことになっていますので，我々もその理由を聞

いてみたいと思っています． 
 吉本：中学校を対象にした防災訓練のプログラムは

作成したとのことですが，小学校を対象にしたプログ

ラムがあれば利用したいというお考えはありますか？ 
 ウィダワン：小学校を対象にしたプログラムはまだ

まったくありません．現在のところ，中学校対象のも

のだけです．予算が限られている上，スタッフもそれ

ほど多くなく，教えるスタッフがいないので，今のと

ころ，そのようなプログラムは実施できていません．

そのため，もし吉本先生のチームが科学的なことを教

えていただければ，非常にありがたいです．いつでも

大歓迎ですので，そのような連携関係を作っていきた

いと希望いたします． 
防災自体，インドネシアでは新しい分野で，インド

ネシア中央政府が制度や防災計画を作ったのが 2007
年で，それからまだ 10 年程度で経験が少ないです．そ

のため，もし，富士山研の方から，子供たち向けの教

育をしていただければ，非常にありがたいです．MOU
などもいつでもできますので歓迎いたします．インド

ネシアでは 2018 年 9 月に大学のような施設を設立し

ます．インドネシア語では，ポリテクニクとばれてい

ます．行政向けの専門学校のようなもので，研修生の

70％は BPBD のスタッフを想定しています．30％は高

校を卒業した方々です． 
 吉本：すごいことをやりますね． 
 久利：消防大学校や気象大学のような枠組みなので

しょうね． 
 石峯：国際的な枠組みの話が出たので，壁に貼られ

ている「ビルドバックベター」と書かれたポスターに

関して，少し質問させていただきたいと思います．あ

れはおそらく仙台で開催された国際防災会議で採択さ

れた枠組みのものなので英語で書かれているのだと思

うのですが，インドネシアでもその枠組みに沿った取

り組みが何かなされていれば教えていただけませんで

しょうか？ 
 総務部長：「ビルドバックベター」のポスターに関す

る活動は，国の BNPB が行っているものです．他の追

加情報ですが，バリ島は観光地なので，一番，集中し

たいことは観光業の回復です．それと合わせて被災地

の復旧・復興が重要課題です．その予算はインドネシ

ア中央政府とバリ州から拠出されるものを利用する予

定です．現在までに提供されている主な予算は BNPB
からの約 12 億ルピアでほとんどを移住のために使い

ました．今後，町や農地を回復するためにも 32 億ルピ

アが必要になる見通しです．その予算も BNPB に依頼

しています． 
 杉安：その予算はバリ島全体で利用するためのもの

ですか？ 
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 総務部長：今，お話しているのはバンリ県だけのも

のです． 
 久利：そろそろお時間ですね．インターナショナル

ジュニアスクールとバツール火山ミュージアムの場所

を教えていただければ，ひとまずインターナショナル

スクールをみんなで見て，その後，時間次第で，バツ

ール火山のミュージアムにも行きたいと思います． 
 総務部長：通訳なしで 3 人だけで大丈夫ですか？ 
 久利：片言の英語で何とかします． 
 総務部長：ミュージアムで英語が通じるか聞いてみ

ます．日本でも霧島でも噴火していますね？ 英語は

大丈夫のようです． 
 藤井：霧島？ はい，霧島の新燃岳が噴火しました． 
 石峯：霧島は，私のいる鹿児島県の火山です． 
 総務部長：：今は，どのような状態ですか？ 
 藤井：今は火口の中で溶岩があふれてきていて，火

口を埋めている最中です．直径 800ｍの火口を 2011
年の噴火のときに溶岩が埋め立てたのですが，現在は，

そこにさらに溶岩が上がってきていて，もう少しした

ら，あふれそうという状態です． 
 総務部長：分かりました．これからレストランにお

連れしたいと思います． 
 藤井：ああ，そうですか． 
 総務部長：まずは写真を撮りましょう．彼は，日本

のことが好きで少林寺拳法をやっています． 
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